
国見町議会会議録

国 見 町 議 会

平成 28 年６月 21 日開会

平成 28 年６月 24 日閉会

平 成 ２ ８ 年

第 ３ 回 定 例 会



平成２８年第３回（６月）国見町議会定例会会議録目次 

 

 

 応招告示………………………………………………………………………………………… 1 

 応招、不応招議員……………………………………………………………………………… 2 

 

第１号（６月２１日） 

 

 議事日程………………………………………………………………………………………… 3 

 出席議員………………………………………………………………………………………… 4 

 欠席議員………………………………………………………………………………………… 4 

 遅参及び早退議員……………………………………………………………………………… 4 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名…………… 4 

 本会議に出席した事務局職員………………………………………………………………… 4 

 開会の宣告……………………………………………………………………………………… 5 

 開議の宣告……………………………………………………………………………………… 5 

 諸般の報告……………………………………………………………………………………… 5 

 会議録署名議員の指名………………………………………………………………………… 9 

 会期の決定……………………………………………………………………………………… 9 

 陳情の委員会付託……………………………………………………………………………… 9 

 議案の上程（報告第４号～議案第４７号）………………………………………………… 9 

 町長提案理由の説明…………………………………………………………………………… 9 

 散会の宣告………………………………………………………………………………………15 

 

第２号（６月２２日） 

 

 議事日程…………………………………………………………………………………………17 

 出席議員…………………………………………………………………………………………18 

 欠席議員…………………………………………………………………………………………18 

 遅参及び早退議員………………………………………………………………………………18 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名……………18 

 本会議に出席した事務局職員…………………………………………………………………18 

 開議の宣告………………………………………………………………………………………19 

 一般質問…………………………………………………………………………………………19 

   １番 松浦和子君…………………………………………………………………………19 

    ①道の駅「国見」を町の観光拠点とした構想について 



    ②平成２８年度の各種委員会における女性委員の割合について 

   ８番 松浦常雄君…………………………………………………………………………28 

    ①台風等による大雨に対する用水路及び、湛水防除ポンプの備えについて 

    ②耕作放棄地や工事の残土の捨て場の雑草駆除について 

   ５番 佐藤定男君…………………………………………………………………………34 

    ①１１月改選予定の町長選挙について 

   ２番 村上 一君…………………………………………………………………………38 

    ①結婚世話やき人について 

    ②農産物加工施設について 

  １１番 浅野富男君…………………………………………………………………………43 

    ①道の駅建築工事に関して 

   ７番 渡辺勝弘君…………………………………………………………………………56 

    ①有害鳥獣への対策と今後の取り組みについて 

   ６番 村上正勝君…………………………………………………………………………65 

    ①道の駅の管理・運営について 

散会の宣告…………………………………………………………………………………………70 

 

第３号（６月２４日） 

 

 議事日程…………………………………………………………………………………………71 

 出席議員…………………………………………………………………………………………72 

 欠席議員…………………………………………………………………………………………72 

 遅参及び早退議員………………………………………………………………………………72 

 地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名……………72 

 本会議に出席した事務局職員…………………………………………………………………72 

 開議の宣告………………………………………………………………………………………73 

 報告第 ４号 継続費の報告について………………………………………………………73 

 報告第 ５号 繰越明許費の報告について…………………………………………………73 

 報告第 ６号 専決処分の報告について……………………………………………………73 

 報告第 ７号 町が出資している法人の経営状況について………………………………73 

 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて……………………………………74 

 議案第３９号 国見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一 

        部を改正する条例……………………………………………………………74 

 議案第４０号 国見町税条例等の一部を改正する条例……………………………………75 

 議案第４１号 国見町税特別措置条例の一部を改正する条例……………………………77 

 議案第４２号 復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改正 



        する条例………………………………………………………………………78 

 議案第４３号 東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税、国民健 

        康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する条 

        例………………………………………………………………………………78 

 議案第４４号 国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例………………………79 

 議案第４５号 町道路線の認定及び変更について…………………………………………80 

 議案第４６号 平成２８年度国見町一般会計補正予算（第２号）………………………82 

 議案第４７号 平成２８年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）………87 

 常任委員長報告 

 陳情第１３号 国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就 

        学支援を要請する意見書の提出を求める陳情書…………………………87 

 陳情第１４号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情について……………87 

 追加日程の議決…………………………………………………………………………………89 

 発議第 ３号 「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支援を 

        要請する意見書………………………………………………………………89 

 発議第 ４号 地方財政の充実・強化を求める意見書……………………………………89 

 議員の派遣について……………………………………………………………………………90 

 常任委員会の所管事務調査について…………………………………………………………90 

 町長挨拶…………………………………………………………………………………………90 

 閉議及び閉会の宣告……………………………………………………………………………91 

 

 



 

‐1‐ 

 

国見町告示第２２号 

 

 

 

 

 

      平成２８年第３回国見町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

 

         平成２８年６月９日 

 

 

 

 

 

                     国見町長 太田久雄 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 

 

         １．期  日   平成２８年６月２１日 

 

         ２．場  所   国見町議会議場 
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応招不応招議員 

 

 

 ・応招議員（１２名） 

   １番 松 浦 和 子 君   ２番 村 上   一 君   ３番 井 砂 善 榮 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 佐 藤 定 男 君   ６番 村 上 正 勝 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 阿 部 泰 藏 君  １１番 浅 野 富 男 君  １２番 志 村 良 男 君 

  １３番 八 島 博 正 君  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・不応招議員 

   な し 

 



 
 
 

第  １  日 
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平成２８年第３回国見町議会定例会議事日程（第１号） 

 

                  平成２８年６月２１日（火曜日）午前１０時開議 

 

 第 １ 会議録署名議員の指名 

 第 ２ 会期決定 

 第 ３ 陳情の付託 

     陳情第１３号 国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な 

            就学支援を要請する意見書の提出を求める陳情書 

     陳情第１４号 地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情について 

 第 ４ 報告第 ４号 継続費の報告について 

 第 ５ 報告第 ５号 繰越明許費の報告について 

 第 ６ 報告第 ６号 専決処分の報告について 

 第 ７ 報告第 ７号 町が出資している法人の経営状況について 

 第 ８ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて 

 第 ９ 議案第３９号 国見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の 

            一部を改正する条例 

 第１０ 議案第４０号 国見町税条例等の一部を改正する条例 

 第１１ 議案第４１号 国見町税特別措置条例の一部を改正する条例 

 第１２ 議案第４２号 復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改 

            正する条例 

 第１３ 議案第４３号 東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税、国民 

            健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改正す 

            る条例 

 第１４ 議案第４４号 国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

 第１５ 議案第４５号 町道路線の認定及び変更について 

 第１６ 議案第４６号 平成２８年度国見町一般会計補正予算（第２号） 

 第１７ 議案第４７号 平成２８年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
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 ・出席議員（１２名） 

   １番 松 浦 和 子 君   ２番 村 上   一 君   ３番 井 砂 善 榮 君 

   ４番 （ 欠 番 ）   ５番 佐 藤 定 男 君   ６番 村 上 正 勝 君 

   ７番 渡 辺 勝 弘 君   ８番 松 浦 常 雄 君   ９番 （ 欠 番 ） 

  １０番 阿 部 泰 藏 君  １１番 浅 野 富 男 君  １２番 志 村 良 男 君 

  １３番 八 島 博 正 君  １４番 東 海 林 一 樹 君 

 ・欠席議員（なし） 

 ・遅参及び早退議員（なし） 

 ・地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 太 田 久 雄 君 副 町 長 佐 藤 弘 利 君 

教 育 長 岡 崎 忠 昭 君 総 務 課 長 菅 野 信 朗 君 

企画情報課長 菊 地 弘 美 君 税 務 課 長 松 浦 昭 一 君 

住民生活課長 吉 田 義 勝 君 保健福祉課長 武 田 正 裕 君 

産業振興課長 
兼農業委員会 
事 務 局 長 

佐 藤 克 成 君 
ま ち づ く り 
交 流 課 長 引 地  真 君 

建 設 課 長 阿 部 正 一 君 上下水道課長 澁 谷 康 弘 君 

原発災害対策 
課 長 蓬 田 英 右 君 

会計管理者兼 
会 計 課 長 黒 木 浩 子 君 

教 育 次 長 兼 
学校教育課長 引 地 由 則 君 幼児教育課長 中 田 利 枝 君 

生涯学習課長 羽 根 洋 一 君 教 育 委 員 長 高 橋 幸 子 君 

代表監査委員 佐 藤 徳 正 君   

 ・本会議に職務のため出席した事務局職員 

事 務 局 長 羽根田孝司君 書 記 安 藤 充 輝 君 

書 記 佐 藤 智 昭 君 書 記 横 山 裕 子 君 
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◇開会の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。 

   ５月から服装はクールビズになっております。暑い方は上着を脱いで会議に臨まれ

ても結構ですので、よろしくお願いをいたします。 

   まず冒頭に、平成２８年熊本地震による犠牲者にお悔やみと、被災者に心からお見

舞いを申し上げます。東日本大震災を経験した私たちも人ごとではなく、１日も早い

復旧・復興を願いたいと思います。 

   さて、ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、これ

より平成２８年第３回国見町議会定例会を開会いたします。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） 直ちに本日の会議を開きます。 

   本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりであります。 

◇          ◇          ◇ 

◇諸般の報告  

議長（東海林一樹君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告を行います。 

   はじめに、議会関係について事務局長から報告いたさせます。議会事務局長。 

議会事務局長（羽根田孝司君） 議会関係についてご報告いたします。 

   平成２８年第２回議会定例会以降、現在までの議会活動は、お手許に配付の議員活

動報告書のとおりであります。 

   また、第２回議会定例会で可決いたしました、給付型奨学金制度の導入・拡充と教

育費負担の軽減を求める意見書並びに福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める

意見書につきましては、３月１８日に内閣総理大臣ほか関係機関に送付いたしました。 

   本定例会に、町長より別紙議案提出書のとおり、報告４件、承認１件、議案９件が

提出され、受理いたしました。 

   本定例会までに受理した請願・陳情は、陳情２件であります。 

   一般質問の通告は７議員で、お手許に配付の一般質問通告一覧表のとおりでありま

す。 

   例月出納検査の結果について監査委員から報告があり、その写しを配付しておりま

す。 

   以上、ご報告いたします。 

議長（東海林一樹君） 次に、一部事務組合関係について、報告を求めます。 

   最初に、公立藤田病院組合議会について、８番松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 公立藤田病院組合議会平成２８年第１回定例会の報告をいたします。 

   去る３月２５日午後４時から、公立藤田病院大会議室において公立藤田病院組合議

会平成２８年第１回定例会が開催されました。提案された議案は３件であります。 

   議案第１号は、公立藤田総合病院職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する
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条例の一部を改正する条例についてであります。これは、昨年の人事院勧告並びに福

島県人事委員会勧告に基づき同様の措置を講ずるために改定を行うものであります。 

   次に、議案第２号、平成２７年度公立藤田病院組合病院事業会計補正予算（第

１号）であります。既定の予算の年度末整理であり、収益を１４８２万円、費用を

２０４２万円それぞれ減額補正し、病院事業収益を５９億８０９５万９０００円に、

対する病院事業費用を５９億７５３５万９０００円に改め、収支差引額を５６０万円

とするものであります。また、資本的収支も収入支出それぞれ改め、不足する額を過

年度分損益勘定留保資金で補塡したいとするものであります。 

   次に、議案第３号、平成２８年度公立藤田病院事業会計予算であります。第２条の

業務予定量は、病床数及び年間患者数をこれまでの実績と将来予測により定めようと

するものであり、第４項の主な建設改良事業では、高度化する医療への対応や経営戦

略と収支のバランスを考慮しながらも、自治体病院としての使命の遂行や医師が求め

る診療に必要な医療機器の重要性にも配慮して効率的に整備したいとするものであり

ます。病院事業収益及び費用は６０億３６９７万４０００円の収支均衡予算とするも

のであります。 

   これらの３議案は、採決の結果いずれも原案のとおり可決されました。 

   なお、お手許に議案書の写しを配付してありますので、ごらんいただきたいと思い

ます。 

議長（東海林一樹君） 次に、伊達地方消防組合議会について、７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 伊達地方消防組合の報告につき、私から報告させていただきます。 

   去る３月２８日午前９時より、伊達地方消防組合会議室におきまして全員協議会が

開かれ、川俣町議会選挙後の初めての議会として、新たな議員の構成に基づき自己紹

介を行い、提出議案について協議いたしました。 

   続いて午前１０時より、組合議会第１回伊達地方消防組合定例会が開催されました。

提出された議案は１１件であります。 

   議案第１号は、監査委員の選任につき同意を求めることについてであります。その

結果、国見町推薦の代表監査委員の佐藤徳正氏が選出されました。 

   議案第２号は、議員選出の監査委員の選任について同意を求めることについてであ

ります。その結果、伊達市議員の菊地邦夫氏が選出されました。 

   議案第３号は、伊達地方消防組合行政不服審査会の条例の制定についてであります。

行政不服審査法の施行に伴う条例制定でありました。 

   議案第４号は、伊達地方消防組合行政不服審査法の規定による資料提出等の写し等

の交付に係る手数料に関する条例の制定についてであります。申請、請求等の交付に

係る手数料の額を定めるための制定でありました。 

   議案第５号は、行政不服審査法の施行に伴う関係条例整備に関する条例の制定につ

いてであります。 

   議案第６号は、地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律等の施

行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定についてであります。 
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   議案第７号は、伊達地方消防組合火災予防条例の一部を改正する条例についてであ

ります。平成２７年総務省の条例の制定に関する基準を定める一部の改正省令の施行

に伴うものでありました。 

   議案第８号は、伊達地方消防組合行政手続条例の一部を改正する条例についてであ

ります。これは、行審法の施行に伴う整備であります。 

   議案第９号は、伊達地方消防組合消防本部及び消防署の設置等に関する条例の一部

を改正する条例についてであります。これは、中央消防署南分署の住所の番地につい

て、防火衣乾燥場の手続の誤りが判明したために改正しようとするものであります。 

   議案第１０号は、平成２７年度伊達地方消防組合一般会計補正予算（第３号）につ

いてであります。歳入歳出それぞれ１０万円を減額し、２４億９１５７万５０００円

にしたいというものでありました。 

   議案第１１号は、平成２８年度伊達地方消防組合一般会計予算についてであります。

前年度に比べ８億６００万円の減でありますが、１６億４７００万円にしたいという

ことであります。減額の主な要因は、庁舎建設と消防救急デジタル無線指令システム

の整備が完了したためであります。 

   これら議案１１件は、採決の結果、原案のとおり可決いたしました。 

   なお、お手許に議案の写しを配付しておりますので、ごらんいただきたいと思いま

す。 

   以上で、伊達地方消防組合第１回定例議会の報告を終わります。 

議長（東海林一樹君） 最後に、伊達地方衛生処理組合議会について、１３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） ３月定例議会以降、本日までの間に、伊達地方衛生処理組合議会

が２回開催されております。１回目は定例会、２回目は臨時会でございます。２回に

ついて私から報告いたします。 

   最初の定例会は３月２８日伊達衛生処理組合議会の議場において開催されました。

当議会に提出された議案は１２議案でございます。皆さんのお手許に資料が配付され

ておりますので、ごらんいただきたいと思います。 

   まず、議案第１号、伊達地方衛生処理組合行政不服審査会条例から議案第６号、伊

達地方衛生処理組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例については、条例

の制定、条例の変更等々の議案でございます。これは、資料の２６ページまで載って

おりますので、ごらん願いたいと思います。 

   議案第７号、平成２７年度伊達地方衛生処理組合一般会計補正予算（第３号）につ

いては、４９万３０００円を減額し、総額５６６２万４０００円とするものでござい

ます。 

   議案第９号、平成２７年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計補正予算

（第４号）は、１８２８万２０００円を減額し、４２億４５３４万３０００円とする

ものでございます。 

   議案第１０号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合一般会計予算は、歳入歳出それ

ぞれ５６３０万円とするものでございます。 
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   議案第１１号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合し尿処理事業特別会計予算は、

３億５５４０万円とするものでございます。 

   議案第１２号、平成２８年度伊達地方衛生処理組合ごみ処理事業特別会計予算は、

歳入歳出それぞれ総額４２億１０５０万円と定めるものでございます。 

   この議案第１２号まで、それぞれ審議された結果、満場一致、可決決定されており

ます。 

   続きまして、第２回伊達地方衛生処理組合議会臨時会が５月２０日に開催されまし

た。私も初めての議員でございますのでわからなかったのですけれども、伊達地方衛

生処理組合議会の議長及び副議長、監査は、任期が２年になっております。これは、

平成１８年５月３１日に議会全員協議会で申し合わせた事項によるものでございます。

構成市町を２つのブロックに分けまして、１つは伊達市ブロック、もう１つは川西達

南ブロックに分かれております。川西グループには桑折町と国見町と福島市が入り、

達南グループは川俣町でございます。 

   議長、副議長、監査委員の選任については、議長を選任したブロック以外のブロッ

クから副議長、監査委員を選任すること。議長はブロックを交代で選出する。任期は

２年とする。もし欠員が生じた場合は、そのブロックから選任し、任期は残任期間と

することが内規として決まっております。よって、国見町は去年の６月、桑折町は

９月、川俣町は１１月にそれぞれ選挙ありましたけれども、そこから選ばれた委員は、

前の議長、副議長、監査委員の残任期間となっております。よって、ことしの５月

２０日で臨時会を開いて議長、副議長、監査委員の選任が行われました。 

   まず最初に、副議長の選挙が行われました。これは議長に宛てて副議長から辞任の

願いが出され、本会議で可決されております。それによって、まず副議長が選任され

ました。各ブロックの順序によって、副議長は、ことしは国見町ということになって、

私が副議長に選任されております。 

   続いて、副議長が議長選挙を行いました。それは、新しい副議長に今までの議長か

ら辞表が提出されたからです。その辞表を全会一致で採択しまして、副議長が仮議長

になりまして、議長選挙が行われました。議長選挙の結果、議長には伊達市から菅野

喜明議員が議長に選任されております。これはローテーションでそうなっているので

よろしくお願いします。 

   議長が選ばれまして、その次は、執行部から監査委員の選任に同意を求める議案が

第１４号議案として出され、監査委員には桑折町から岩崎久男議員が監査委員に選任

されております。 

   以上が今回の臨時会の議会の人事についての議案、審議の内容でございます。 

   なお、議案第１３号、専決処分の承認を求めることについては、４月の大雨によっ

て霊山に建設されました焼却施設の進入路の土手が崩れて道路を塞いだと。その道路

は焼却施設への搬入のための道路なので毎日使っているため、緊急を要して、それを

専決処分をしたという内容であります。議案第１３号、専決処分は、提案どおり可決

されております。 
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   以上、伊達地方衛生処理組合から定例会及び臨時会の報告を終わります。 

   なお、詳しくはお手許に配付の資料をご参照願いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 以上で諸般の報告を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇会議録署名議員の指名 

議長（東海林一樹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、２番村上 一君及び３番井

砂善榮君を指名いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇会期の決定 

議長（東海林一樹君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本定例会の会期は、本日から６月２４日までの４日間といたしたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は本日から６月２４日までの４日間と決定いたしました。 

   なお、本定例会にあたり、町長、教育委員長、監査委員、関係職員に対し、説明の

ため、あらかじめ出席を求めておりますので、ご了承願います。 

◇          ◇          ◇ 

◇陳情の委員会付託 

議長（東海林一樹君） 日程第３、本日までに受理した請願・陳情は、陳情２件であり、

お手許に配付した陳情文書表のとおり、所管の常任委員会にそれぞれ付託いたしまし

たので、ご報告いたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案の上程(報告第４号～議案第４７号) 

議長（東海林一樹君） この際、日程第４、報告第４号から日程第１７、議案第４７号ま

での報告４件、承認１件、議案９件を一括上程いたします。 

   なお、この１４件については、本日提案理由の説明を受け、２４日に議案説明、質

疑・採決を行いますので、ご了承願います。 

   書記に議案提出書を朗読させます。朗読。 

（書記 議案提出書を朗読） 

◇          ◇          ◇ 

◇町長提案理由の説明 

議長（東海林一樹君） 町長より提案理由の説明を求めます。町長。 

町長（太田久雄君） まず冒頭、平成２８年熊本地震により犠牲になられた方々に哀悼の

意を表しますとともに、被災された皆様方に心からのお見舞いを申し上げさせていた

だきたいと思います。 
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   それでは、本定例会にご提案申し上げております各議案についてご説明を申し上げ

ます。 

   今定例会には、「継続費の報告について」などの報告が４件、「専決処分の承認を

求めることについて」の承認が１件、条例改正等の一般議案が７件、平成２８年度一

般会計補正予算のほか１件の特別会計補正予算などの予算議案が２件、合計１４件の

当面する緊急かつ重要な議案をご提出申し上げております。 

   まず、各議案の説明に先立ちまして、平成２８年３月第２回議会定例会以降の町政

執行等の主なものについて申し上げます。 

   まず、「東日本大震災の早急な復旧・復興」について申し上げます。 

   最初に、除染対策についてでございます。 

   平成２７年度からの繰越事業でございました空き地等の除染と藤田方部４号仮置場

整備工事につきましては５月末に完了し、道路除染と生活圏の森林除染で発生しまし

た除去土壌等の搬出の早期完了に向けて、引き続き取り組みを進めているところでご

ざいます。 

   平成２８年度事業の道路除染と生活圏の森林除染につきましても、現場での作業を

開始しており、国土交通省が直接実施する国道４号線の除染も進められているところ

でございます。 

   次に、原発事故に伴う町民の皆様の健康管理事業について申し上げます。 

   まずホールボディカウンターによる内部被曝検査でございますが、既に中学生の検

査を終了し、現在は国見小学校の児童の検査を実施をいたしてございます。 

   来月からは４歳児未満と保護者、幼稚園児や高校生を対象に検査を実施しますとと

もに、希望される町民の皆様の検査もあわせて実施をすることといたしてございます。 

   次に「ガラスバッジ」による外部被曝量の測定についてでございますが、対象者は

昨年同様、中学生以下の児童・生徒全員及びそのほかの一般町民の皆様の希望者を対

象といたしまして、８月から３カ月の期間で実施する準備を進めておるところでござ

います。 

   また、県が実施する甲状腺検査につきましては、一昨年の本格調査に引き続き、事

故当時、高校生以下だった方々を対象に実施する予定となってございます。 

   次に、県北浄化センターに留め置きされた汚泥は、仮設汚泥乾燥施設の運転開始以

来、５月末までに約４９％の汚泥が減容化されまして、順次、飯舘村蕨平地区の廃棄

物等処理施設へ搬出されているところでございます。 

   次に、あんぽ柿の産地再生に向けた取り組みについてでございます。 

   出荷再開４年目を迎える２８年産のあんぽ柿加工・出荷につきましては、福島県あ

んぽ柿産地振興協会で協議が進められ、今年度の目標数量を震災前の８０％、

１２５０トンとし、原則、全量非破壊検査を実施するものの、生産者及び市場からの

要望の強い個別包装大玉品の出荷についても、安全・安心を担保した上で再開する仕

組みを構築すべく、協議が進められておるところでございます。 

   次に、仮設住宅入居者の移行に向けた町営住宅の修繕について申し上げます。 
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   転居予定先となります日渡住宅は既に工事が完了し、南古館住宅も工事が完了し次

第、随時転居を進め、来年３月３１日までには転居できるように進めてまいりたいと

考えてございます。 

   続きまして、「安全安心な町政の実現」について申し上げます。 

   熊本地震に伴う被災地への職員の派遣についてでございます。 

   ４月１４日に発生いたしました平成２８年熊本地震は、熊本・大分両県にわたり大

きな被害をもたらしたところでございます。 

   町といたしましては、東日本大震災の経験を踏まえまして、福島県からの要請に応

え、５月３０日から６月３日まで、職員１名を派遣をいたしたところでございます。 

   続きまして、「活力ある町政の実現」について申し上げます。 

   まず、道の駅「国見」の建築工事についてでございます。 

   現在の進捗率は１０％となっており、６月よりくい工事を予定しているほか、お盆

明けには鉄骨工事に入れるものと考えておるところでございます。 

   次に、道の駅のソフト事業と６次化商品開発について申し上げます。 

   道の駅「国見」につきましては、３月１８日に開業１年前のプレパーティーを開催

し、平成２７年度の事業成果の発表と開業に向けた意識の醸成を図ったところでござ

います。 

   また、出荷組合員の資質と意識の向上を図るため、道の駅「もてぎ」の代表取締役

を兼ねております茂木町長を招いての講演会、町民の皆様を対象とした道の駅説明会、

議員の皆様と職員を対象とした説明会をそれぞれ開催してきたところでございます。 

   さらに現在、道の駅の愛称につきましても募集を行っており、各種ＰＲを行いなが

ら、今後とも開業に向けたソフト事業を積極的に推進してまいりたいと考えておると

ころでございます。 

   次に、日本酒「あつかしさん」のモンドセレクションの金賞受賞について申し上げ

ます。 

   国見産の献穀米「天のつぶ」１００％で醸造いたしました「あつかしさん」は、火

入れタイプのほうでございますが、このたびのモンドセレクション２０１６において、

栄誉ある「金賞」を受賞し、国外でも高い評価をいただいたところでございます。 

   次に、「国見ルネサンスふるさと祭」について申し上げます。 

   去る６月５日、「ずっと好きです国見町」をテーマに開催いたしました「ふるさと

祭」につきましては、関係団体の皆様のさまざまなご協力によりまして、数多くの

方々のご来場をいただき、改めて「ふるさと」への思いを新たにいたしたところでご

ざいます。 

   次に、「まちづくり事業」について申し上げます。 

   本年度の「まちづくり事業」の概要につきましては、５月に開催されましたまちづ

くり推進協議会におきましてご了承いただき、「義経まつり」を中心に実施していき

たいと考えてございます。 

   本年は「義経まつり」９月２２日の開催を決定しておりまして、引き続き「復興・
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絆」くにみの日事業として取り組んでまいります。 

   なお、先月末には義経まつり実行委員会が組織されまして、具体的な検討と実施に

向けた準備に入ったところでございます。 

   次に、観光事業について申し上げます。 

   福島県全域を対象といたしました「うつくしまアフター・ディスティネーション・

キャンペーン」の一環といたしまして取り組んでいる「くにみしゅらん」につきまし

ては、４月、５月、６月の３回開催し、国見型の観光事業を展開いたしました。特に

６月には、貝田地区において特色あるメニューづくりの事業も進めたところでござい

ます。 

   次に、地域おこし協力隊について申し上げます。 

   地域おこし協力隊は、町外からの人材を地元に受け入れ、地域活動を行うものでご

ざいまして、４月１日付で、２名の隊員が地域活動や各種イベントなどで活躍をいた

しておるところでございます。 

   続きまして、「思いやりのある町政の実現」についてでございます。 

   まず、介護予防「通いの場」事業についてでございますが、お年寄りの介護予防と

いたしまして、身近な場所で健康体操や運動を継続して行う「通いの場」を先行実施

いたしました第２町内会のほか、町内５カ所で予定をいたしており、今月から９月に

かけまして順次開始する予定となってございます。 

   次に、「くにみキッズフェスティバル」について申し上げます。 

   今年度の予算、子育て支援の新規事業といたしまして、８月７日に、観月台文化セ

ンターにおきまして「くにみキッズフェスティバル」を開催をいたします。 

   この事業は、創作・体験活動を通しまして、親子で共通の楽しさを味わう「ふれあ

いの場」を設定したイベントを計画いたしておるところでございます。 

   次に、「くにみももたん広場」の利用状況について申し上げます。 

   平成２５年７月３１日のセミオープン以来、今年の５月末現在での延べ入場者数に

つきましては約９万２０００人となったところでございます。９月中には１０万人に

達する見込みでございます。 

   最後に、「国見町の継続的な維持発展」について申し上げます。 

   まず、個人番号カードの交付状況等についてでございます。 

   通知カードの受け取りができずに町に返戻されたもののうち、転居や死亡、庁舎窓

口で交付したものを除いた未交付は９通となっております。 

   ６月末の保管期限までに、全ての皆様に通知できるように鋭意対応してまいりたい

と考えております。また、個人番号カードの交付状況でございますが、委託をいたし

ております地方公共団体情報システム機構から町に送付された個人番号カード

７７８枚のうち、６５７枚を町から本人に交付をいたしておるところでございます。 

   次に、「結婚世話やき人」募集について申し上げます。 

   現在、結婚に向けてのアドバイスや出会いのきっかけを提供するなど、世話やき活

動をしていただける方を募集しておりまして、６月２５日には募集説明会を開催する
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ことといたしてございます。 

   次に、ふるさと納税事業について申し上げます。 

   平成２６年度から「ふるさと納税」としまして寄附された方に対して国見町の特産

品をお返しする取り組みを行ってまいりましたが、本年度よりインターネットを介し

ての申し込み、クレジットカードによる寄附金の納入を可能とし、町の特産品の種類

やお返しする割合を大きくいたしましたことから、６月１７日現在で２,５７２件、

額にいたしまして約２６００万円になったところでございます。 

   今後も、寄附金が見込まれることから、本定例会に補正予算をお願いをいたしてお

るところでございます。引き続き、国見町の特産品を広く周知することを目的に、さ

らなる拡充を図ってまいりたいと考えておるところでございます。 

   次に、「域学連携事業」について申し上げます。 

   桜の聖母短期大学とは、６次化商品の開発や、郡山市で開催されました「食育推進

全国大会」で、国見まちづくり会社としまして共同ブースの出展などの取り組みを進

めたところでございます。 

   また、福島大学とは「歴史を活かしたまちづくり」と「集落活性化」の分野でまる

ごと博物館事業や集落活性化事業に取り組むことといたしておるところでございます。 

   次に、「人・農地プラン」について申し上げます。 

   昨年度から進めておりました「人・農地プラン」につきましては、既に策定をしま

した小坂地区の一部見直しを含む町内５地区におきまして、５月３１日開催の有識者

等で構成する検討会でご了承をいただき、同日、その概要等について公表をいたした

ところでございます。 

   今後は、プランに位置づけられた担い手の方々を中心に、国見町の基幹産業である

農業の維持・発展のため、取り組みの強化を図ってまいりたいと考えておるところで

ございます。 

   次に、貝田地区等のほ場整備事業について申し上げます。 

   去る４月２２日に国の事業採択を受け、平成３２年度までの「県営ほ場整備事業」

として着手されているところでございます。 

   今年度は測量及び実施設計を予定してございましたけれども、復興を加速さるため

に国の予算配分が増額となったことから、一部地区の面工事を追加し、早期の事業完

了を目指すこととなり、この増額に伴う地元負担分などの必要な予算につきまして、

今定例会に補正予算をお願いをいたしておるところでございます。 

   次に、インターネットを活用した公売について申し上げます。 

   ５月１３日に町の差し押さえ物件について公売による換価を行い、現在２回目を実

施してございまして、滞納金の回収に向け継続して取り組んでおるところでございま

す。 

   また、ファイナンシャルプランナーによる納税相談会を開催するなど、滞納解消に

向けた取り組みをあわせて進めてまいりたいと考えております。 

   次に、学校教育について申し上げます。 
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   新年度は、くにみ幼稚園１３８名、国見小学校４１２名、県北中学校２５０名でス

タートいたしたところでございます。 

   次に、県北中学校の外壁改修工事の進捗状況について申し上げます。 

   現在までの進捗率は７５％となっており、８月末の竣工を予定をいたしておるとこ

ろでございます。 

   次に、国見学園コミュニティースクール委員会の開催について申し上げます。 

   委員会におきましては、くにみ幼稚園、国見小学校、県北中学校の運営基本方針に

ついて承認をいただいたところでございます。 

   さらに、本年４月１日に施行いたしました「国見町子どものいじめ防止条例」に基

づき、いじめ問題対策連絡協議会を開催し、いじめ防止対策に関する情報交換、意見

交換を行ったほか、いじめ問題専門委員会におきましては、施策・取り組みなどにつ

いて指導をいただいたところでございます。 

   次に、本町にゆかりのある「故 石原 巌」氏が生前に収集した絵画等の美術品

３４点が、本年３月に家族の方から国見町に寄贈され、同じく寄贈を受けている県立

美術館と共同で、６月１１日から１９日にかけまして観月台文化センターにおいて、

移動美術館「石原コレクション名品展」を開催いたしたところでございます。 

   それでは、本定例会にご提案申し上げた各議案などについて、その概要を申し上げ

ます。 

   報告第４号「継続費の報告」から報告第７号までの４件につきましては、地方自治

法並びに地方自治法施行令の規定に基づき、議会に報告をするものでございます。 

   承認第１号の「専決処分の承認を求めることについて」は、急施を要したため専決

処分した「国見町一般会計補正予算（第１号）」につきまして、地方自治法の規定に

より議会の承認を求めるものでございます。 

   議案第３９号「国見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部

を改正する条例」につきましては、マイナンバーの情報連携の対象となる独自事務の

拡大により、追加する事務を条例で規定するものでございます。 

   議案第４０号「国見町税条例の一部を改正する条例」につきましては、平成２８年

度の税制改正による地方税法の改正により所要の改正を行うものでございます。 

   議案第４１号「国見町税特別措置条例の一部を改正する条例」につきましては、適

用期限を１年間延長するための改正でございます。 

   議案第４２号「復興集積地区における町税の特例に関する条例の一部を改正する条

例」につきましては、適用期限を５年間延長するものでございます。 

   議案第４３号「東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税、国民健康

保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、

東日本大震災による被災者に対する国民健康保険税及び介護保険料の減免について、

対象を平成２８年度分まで延長するものでございます。 

   議案第４４号「国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」につきましては、

今年度の算定結果に基づく改正のほか、国の税制改正による改正を行うものでござい
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ます。 

   議案第４５号「町道路線の認定及び変更」につきましては、町道２１６９号及び町

道２２１１号に係るものでございます。 

   議案第４６号「平成２８年度国見町一般会計補正予算（第２号）」につきましては、

既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億６５９９万８０００円を追加し、

予算の総額をそれぞれ９３億５９９万８０００円としたいとするものでございます。 

   歳出の補正増の主なるものにつきましては、ふるさと納税事業、Ｗｉ－Ｆｉ（ワイ

ファイ）整備事業、加工施設整備事業、貝田地区ほ場整備事業、社会資本整備総合交

付金事業、学習支援事業、震災復興交付金の事業期間終了に係る国への返還金など、

補助事業の追加・変更に関するものや、国などからの早期着工の指示があるものなど

を計上させていただいたところでございます。 

   歳入につきましては、各事業充当の国・県支出金並びに寄附金、繰入金、町債や繰

越金などにより収支のバランスを図ったところでございます。 

   議案第４７号「平成２８年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」に

つきましては、国民健康保険税の算定結果などにより、既定の歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ、３１５８万８０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１４億

６０９万６０００円としたいとするものでございます。 

   この予算の提出にあたりましては、国保運営協議会におきましてご説明・ご同意を

いただいておりますことをご報告を申し上げます。 

   以上、本定例会に提出いたしました各議案につきまして一括提案理由の主旨を申し

上げましたが、審議に先立ちまして関係課長からそれぞれ説明いたさせますので、慎

重審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明と

させていただきます。どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

議長（東海林一樹君） 町長提案理由の説明は終わりました。 

◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

   １１時より委員会室北側で総務文教常任員会を、委員会室南側で産業建設常任委員

会を行います。 

   あすは午前１０時より本会議を開きますので、ご参集願います。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   ご苦労さまでございました。 

（午前１０時４９分） 

 



 
 
 

第  ２  日 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。 

   クールビズ期間ですので、暑い方は上着を脱いで臨まれても結構ですので、よろし

くお願いいたします。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇一般質問  

議長（東海林一樹君） 日程第１、一般質問を行います。 

   通告順に発言を許します。質問及び答弁は、簡潔かつ要領良く発言願います。 

   なお、この際申し上げます。 

   各議員の発言は、答弁も含めて６０分までは認めることといたします。 

   では、最初に、１番松浦和子君。 

（１番松浦和子君 登壇） 

１番（松浦和子君） 平成２８年第３回定例会において、さきに通告いたしました内容に

ついて質問いたします。 

   道の駅「国見」を町の観光拠点とした構想についてお伺いいたします。 

   本年５月１１日、町長は東京五輪組織委員会を訪問され、来春開業予定の道の駅

「国見」から外国人旅行者に町の魅力を発信されることを表明されました。 

   原発問題には特に敏感な外国の人たちに安心・安全をＰＲし、まだまだ尾を引いて

いる風評被害を払拭できるよう応援していきたいと思います。 

   町長の大所高所に立った行動力に大いに期待をしているところです。 

   町が力を入れている道の駅「国見」を拠点とした観光スポットとして、どのような

ところを考えておられるかお伺いします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） １番松浦和子議員のご質問にお答えを申し上げます。 

   ご承知のように、道の駅「国見」は東日本大震災からの復興のシンボルとして、町

の活性化を図る中核の施設として、鋭意現在はその整備を進めておるところでござい

ます。 

   この道の駅と町内の観光スポットをどのように基本的にリンクさせるかというお質

しかなと考えておるところでございます。 

   ご承知のように、国見町にもいろいろと観光スポットがございます。例えばハード

面で申しますと、国指定史跡であります阿津賀志山防塁、それから国の登録文化財で

あります奥山邸、さらには県の重要文化財であります旧佐藤家住宅等々、主なところ



 

‐20‐ 

 

はそんなところかなと思っております。それから、ソフト面では、先般、商標登録が

なされました国見バーガーとか、桃大福、いか人参をはじめとするさまざまな食、そ

れから、モモ、あんぽ柿、米などの農産物、さらには鹿島神社の例大祭、小坂地区の

太々神楽などのお祭りなどが重要な観光資源、スポットになるものとまず考えており

ます。 

   しかしながら、ご案内のように、この一つ一つの観光資源を捉えた場合には、まだ

まだ粗削りといいますか、知名度がまだまだかなとの思いもあるところでございます。

現在、ご案内のように、国見町では平成２６年度に国に認定をいただいた歴史まちづ

くり計画に基づきまして、国指定史跡であります阿津賀志山防塁、それから国登録文

化財であります奥山邸などなど、１０年間の計画でさまざまな整備を図るようなこと

で計画を作って、鋭意進め始めておるところでございます。 

   それから、「１０００年のまち。これから１００年のまちづくり基本計画」におき

まして、各有識者の方々から、国見町の食、生活文化、さらには農産物など、魅力の

あるものが数多く存在しておると。これは観光資源になるというご指摘などもいただ

いておるところでございます。これまで首都圏の女性を対象としましたモモ狩りとか、

あんぽ柿づくりなどの農業体験、それから農家女性の手作り料理を介した交流会、奥

山邸でのディナーコンサートなどを実施しまして、それぞれ高い評価をいただいて、

これは少しずつであります、まさに一歩一歩でありますけれども、それぞれ観光スポ

ットが知名度のアップにつながってきているという感じを最近しておるところでござ

います。 

   したがいまして、この道の駅の整備が今後の核といいますか、起爆剤になるかなと

私は思っております。この道の駅を核にして、観光スポットとどのようにリンクする

のかが最大の今後の課題です。これをどのようにしていくのか。国見町をどうするの

か。道の駅ができて、そこを核にしてどうするんだということをしっかりと考えてい

く必要があるかなと思っております。具体的に、よく私が申しております点を線にす

るんだよと、線を面にするんだよと、国見全体が観光スポットだよと。まさに国見町

というネーミングそのものが観光だよというふうにしていくことが非常に大切かなと

思っております。具体的には、道の駅を拠点とした観光ルートの設定とか、それから、

ほかの市町村と今、いろいろと連携していますので、そういった観点での広域観光の

推進、観光バスの誘致、デマンドバスを運行してぐるぐると観光スポットを回る等々、

さらには外国語の関係では、英語をはじめとする外国語の表示板の設置なんかも、こ

れは今後、いろいろと考えていく必要があるかなと思っております。 

   そういったことで、とにかく道の駅を核にした観光振興をしっかり進めていくこと

によって、町内外はもちろんでございますけれども、外国人観光客の誘致などにも、

私はつながっていくものと認識をいたしておるところでございます。いずれにいたし

ましても、この道の駅が今後、国見町が活性化を図る起爆剤のようになっておりま

すので、観光面も含めて、しっかりと今後とも対応してまいりたいと考えておりま

す。 
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   なお、これ以降の質問につきましては、それぞれ関係課長から答弁いたさせますの

で、ご了承を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） ただいま町長よりまさに大所高所に立った答弁をいただきました。 

   それで、国見の観光は全てであるということがございましたが、国見町タウンガイ

ドという観光スポットを集約した大変わかりやすく説明されたタウンガイドがござい

ますけれども、これは各世帯に配布されているのでしょうか。お伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   お手持ちのタウンガイドの件でありますが、各世帯への配布ではなくて、各商店で

ありますとか、それから文化センター、役場等の公共施設、さらに国見に来ていただ

けるツアーの皆様等について利用をさせていただいているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 経費はかかりますけれども、かけるところにはかけなければならな

いと思います。ぜひこういったタウンガイドを一家に一冊配布をお願いいたします。

外国から、町外からお客様が来町されまして、町民に観光スポットの位置や見どころ

などを尋ね、すっと町民が答えられる。とても格好いいし、国見町町民は本当にみん

なが国見町のことを思っているということが伝わっていくのではないかと思います。

道案内や簡単な説明ができる知識の共有は大切なことだと考えます。子どもから高齢

者まで、一人一人が国見の案内人となって、おもてなしできるようにしていきたいも

のです。まず、何といっても町職員がお手本を見せることはとても大切なことと思い

ます。国見町出身ではないから国見のことはわからないなどと平気で言っている職員

がいるようですが、言語道断です。町民の皆さんに、役場から私たちも頑張りますと

いうメッセージの発信は官民が一つになるチャンスでもあり、とても大切なことでは

ないでしょうか。町の観光スポットは私たち町民の宝でもあります。みんなで町の宝

を守り、道の駅の魅力を発信していきましょう。 

   次の質問に移ります。 

   町内外の多くの人たちが訪れる魅力ある見どころを早急に整備することが町の活性

化にもなり、道の駅の活用にもつながるものと確信しております。そこで、私たちの

ふるさとの山である阿津賀志山の整備についてお伺いします。 

   さきの質問での答弁は、阿津賀志山の観光スポットとして阿津賀志山防塁がありま

した。防塁は昭和５６年に国の史跡に指定されており、優先的に整備を行うのは当然

のことであろうと思います。高さ２８９メートルの山頂展望台からの眺めは正面に霊

山の山並み、右手前方には吾妻山や安達太良山、眼下に目をやると信達平野の真ん中

に阿武隈川が一本の帯となって悠然と流れています。区画整理された田んぼは碁盤の

目のごとく整然とし、四季折々の色で楽しませてくれ、特に秋の黄金色はまさに米ど
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ころ国見を象徴しており、その眺めは来町される観光客、特に外国人観光客には感動

を与える最高の場所ではないでしょうか。 

   それには、やはり観光客を迎えるための整備は喫緊の課題と思います。現在はご集

印めぐりコースにもなっており、除染も始まったようです。山頂で福島市から来たと

いう女性３人のグループとたまたま一緒になりましたが、以前は山頂も整備され、展

望もすばらしかったのに、あずまやは汚れて休むこともできず、展望台の案内板は見

えにくいところにあり、草木の刈り払いもされないので展望台が見えなかったようで

す。私たちと会わなかったら、展望台からの眺望に感激しないで帰ったと思います。

３人は展望台からのすばらしい景色に声を上げ、感激しておりました。三十三観音も

やぶの中に埋もれており、観音様も嘆いているのではないでしょうか。トイレはご集

印めぐりのためでしょう、お掃除されておりましたが、いつもですと蜘蛛の巣だらけ

でとても使えたものではありません。観光客はそういうところに敏感で、良くも悪

くも口コミが大きく影響します。町外から来町される人たちはどんなことに興味を

持ち、感動するのか、知るべきではないでしょうか。以上のことから、阿津賀志山防

塁整備基本構想に山頂周辺の整備はどのように位置づけられているのかお伺いしま

す。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   阿津賀志山整備構想についてのお質しでございますが、この阿津賀志山整備構想に

つきましては、平成１７年度に町民各層の懇談会にて整備に関してさまざまなご意見

を伺いながら、平成１９年度に整備構想を策定をしたものであります。これは事業化

の熟度と捉えていただいたほうがよろしいかと思いますが、あくまでも構想でありま

すので、将来のまちづくりのあり方、あるいは土地利用について、実施する際の方向

性、課題を明らかにすることが主な目的でありました。 

   この整備構想につきましては、今、議員からご紹介がありました眺望については大

変すばらしいものがあるとの評価はいただいておりますが、季節ごとの話題に乏しい

でありますとか、安全性に不安があるといった観光面での課題、エコツーリズムとか

ヘリテージ観光、グリーンツーリズム等、新しい観光への対応が未成熟だということ

が指摘をされておりました。さらに、森林整備計画との関係、また、防塁が国指定史

跡であるため、文化財としての制限や許可などの部分がございましたので、すぐに具

体化できるものではないということで、長期的なスパンで考慮しながら進めていくと

考えてきたところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 先ほど申し上げました、これが山頂の写真なのですけれども、全く

ここ、展望台がどこにあるのかわかりません。もう木が茂っていまして、案内板もも

う隠れています。山頂からの眺めは本当に交通網が全て、国道４号、高速道路、東北

新幹線がトンネルに入るまでの景観が楽しめます。トンネルから出た瞬間も楽しめま
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す。そういった本当にすばらしいところですので、ぜひそういったところを認識して

いただき、進めていただければと思います。以前は公園のように、本当に山頂はきれ

いに整備されていました。観光事業を重点施策として推進しようとしている今、逆に

未整備の状況にあるのは非常に残念です。こうだから難しい、こうだからできないで

はなく、どうしたらできるのかという行動が必要ではないでしょうか。みんなが大好

きな国見町です。解決の道は必ずあると信じます。そういう信念を持ってぶつかって

ください。期待しております。 

   私も今回の質問にあたり、阿津賀志山の麓について調べました。そのときわかった

ことですが、４号国道阿津賀志山防塁の案内板から約２００メートル北に入ったとこ

ろを左に入ると、阿津賀志山防塁から行って、左右に広がる３１２８.１４平米の土

地、阿津賀志山の麓になりますが、十数年前に購入した町所有の土地であることを知

りました。この町の土地を活用して、芭蕉も歩いた奥州街道の面影を残す長坂峠防塁、

義経の腰掛松の歴史的な史跡を有機的に結合した散策路を整備し、多くの人が季節の

草花を眺めたり歩いたりしながら楽しむ場所を作ることは、さほど困難なことではな

いと考えます。道の駅でショッピングや食事を楽しみ、高齢者や小さな子どもさんで

も苦になく阿津賀志山周辺の自然に親しみ、芭蕉も歩いた長坂峠は手入れも行き届い

ておりまして、皆さんも既にご承知とは思いますけれども、刈り払いがされて、とて

もきれいになっております。３００年前に思いをはせる魅力ある場所ではないでしょ

うか。道の駅との観光の連携に、この土地の活用は阿津賀志山防塁基本構想の歴史的

風致維持向上計画における関連事業に含まれているかお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   歴史まちづくり計画に盛り込まれているかとのお質しでございますが、歴史まちづ

くり計画はご承知のとおり１０年の計画で、その中でのハード事業につきましては、

阿津賀志山防塁の下二重堀地区、それから国道４号北地区の２カ所、それから奥山邸

の周辺整備ということで、３カ所について計画の中に盛り込んでおります。 

   ご指摘の長坂峠の下の部分につきましては、国道４号北地区の整備の中で検討を進

めることになろうかと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 聞くところによりますと、土地を購入したときは駐車場にするとい

う考えがあったようです。しかし、駐車場では非常にもったいないと思います。まし

てや急斜面ですし、だったら桜の木を植えたり、四季折々の草花を眺めたり、あずま

ややトイレを設置して、シーズン中は、協定を結んでいる池田町のお茶と道の駅で販

売している国見のお母さんの漬物でおもてなししたり、いくらでもおもてなしができ

るのではないかと思います。そういうささいなことが道の駅の販売促進に自然とつな

がっていくのではないでしょうか。あらゆる相乗効果が生まれると思います。先ほど

も申し上げましたが、高齢者や小さな子どもさんまで自然に親しめる場所はこれから
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ますます求められると考えます。福島市郊外の梨農家でバラ園を開放しておりますが、

多い日で１日１,０００人が訪れるそうです。あっという間に１万人、２万人になり

ます。 

   先ほど町長答弁に、有識者の方たちから非常に参考になるご意見を頂戴していると

いう答弁がございました。町の各種委員会に専門家といわれる大学教授や准教授、講

師陣が多くおられるようですが、この方たちからは、観光地としての道の駅と阿津賀

志山を結びつけた整備について、また、魅力あるまちづくりについて、期待どおりの

提言はいただいているのでしょうか。私は机上論者より国見町を長く見て来られた議

員ＯＢの方や町職員ＯＢ、あるいは郷土史研究会会員の国見町を知り尽くした皆さん

の声でご提言いただくのはとても大切なことではないかと考えます。将来の国見町の

形成に極めて重要な時期に来ていると思いますが、お考えをお伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   議員ご指摘のとおり、さまざまな観光スポットと言われるところで、さまざまな取

り組みを進めていくことが大変大切なことであって、それには国見に住んでいる私た

ちがおもてなしの心を持ってというご指摘だと思いますし、まさにそのとおりであろ

うと考えてございます。 

   また、有識者の方々からさまざまな意見を頂戴していることもございます。その中

でご紹介をさせていただきますのは、観光スポットであるということだけで、実は人

は来ないのではないかとも指摘をされてございます。阿津賀志山の例をとりますと、

観光スポットではありますが、眺望以外の楽しめるものがないことも指摘をされてい

るところでございます。 

   今、観光は交流人口の増加、インバウンドも含めて地方創生、地域活性化と、その

切り札として全国的にさまざまな取り組みが進められています。町においても、地方

創生の総合戦略あるいは振興計画後期計画において、町の魅力を活かした歴史文化観

光、農業観光による地域交流づくりを基本目標として定めて取り組むこととしてござ

います。 

   ただ、観光客のニーズは時代とともに変化をしていることもございまして、現在は、

楽しかった、あるいは感動したなどの体験、体感型の観光が主流となっております。

マーケティングの手法によって、地域資源の再発見、宝物の再発見、それから、その

ターゲット、観光客はどの年代で、どういう方をターゲットにするかという絞り込み、

あるいはこちらでご紹介をできる観光での資源、番組作りといいますか、そういうも

のをやっていかなければならないと考えてございます。歴史を活かしたまちづくり、

あるいは食の文化祭など、新たな地域資源の再発見を通してコンテンツ、いわゆる番

組となり得る資源を再発見をするということで、具体的には女性応援団ツアー、ある

いはくにみしゅらんというモニターツアーで、モモの花摘みであったり、摘果の体験

であったり、国見石のかまどでご飯を炊いていただいたり、あんぽ柿を作っていただ

いたりという体験、体感型としての可能性を持つことは確認をできてきているところ
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ではございます。 

   ただ、実際に体験型の観光として販売をしていくというところになりますと、体験

を入れ込んだ企画を春、夏、秋、冬と四季を通じて作っていかなければならないとい

うことにもなりますし、例えば、受け入れる地区の方がコミュニティービジネスとし

て、自分たちが楽しみながら無理をしないで続けていけることも大切な要素と考えて

ございます。 

   これらが体験型観光の目玉となる部分でもありますので、これに歴史あるいは生活

文化、食を組み合わせて番組を作っていくことで、地域の活性化のために、地域の方

のやる気も当然必要になってきます。無理をすれば長続きしないということにもなり

ますので、息の長い取り組みとして続けていく必要があると考えてございます。 

   阿津賀志山につきましては、観光スポットで魅力が高いということは、町民皆さん

も認識をしているところであると思っております。ただ、今後は町の財政状況など十

分に勘案しながら、将来を見据えて長いスパンの中で対応していくことが必要ではな

いかと考えているところでございます。ただ、今の時点で言えば、ないものを新しく

作るよりも、今あるものを伸ばすという点で進めていくことが、国見の身の丈に合っ

た観光づくりにつながるものと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） ただいまの答弁で、山頂以外はあまり観光スポットがないという話

がございました。それと、新しいものを作るには経費がかかって大変だというお話も

ありました。 

   数年前に郷土史研究会の方たちが三十三観音の拓本をとられました。それは残念な

がら、あまり皆さんの目に触れていないところにあるように思います。その方たちの

そういった努力をやはり尊重していただくことが、これからの国見の歴史に欠かせな

いと思います。その拓本を見て、阿津賀志山の三十三観音を詣でてみようと、お参り

してみようという気持ちに連携させていくことが極めて大切なことではないでしょう

か。それこそ経費はかかりません。麓の開発整備は観光事業や道の駅に直結する効果

が期待できると確信しています。早期の実現を期待して、次の質問に移らせていただ

きます。 

   我が国は外国人観光客誘致の倍増計画を打ち出しております。外国人旅行者は、先

ほど課長答弁にございましたように、１度目は日本の代表的な観光地である東京、京

都、富士山や北海道といったところにまず足を運び、２度、３度と来日するリピータ

ーは日本古来の人々の生活に興味を持ち、風景や文化を楽しむ体験型を求め、地方へ

と足を伸ばすと言われています。外国人旅行者に国見の魅力を的確に発信し、誘致す

るための施策についてお伺いします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   地方に足を伸ばす外国人旅行者は、１つ目は費用をかけずに旅行することを楽しむ
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若者層、もう一つは富裕層、この２つに分けられるものと思っております。 

   費用をかけずに日本国内を旅する外国人旅行者たちの中には、これは一例でござい

ますけれども、農家に一、二週間寝泊まりをして農作業を手伝い、そして農家の皆さ

んと同じご飯を食べるといった農作業体験型の旅行に注目が集まっているというもの

でございます。 

   一方、富裕層については、一通りの日本の代表的な観光地をめぐった後、それでは

飽き足らないというリピーターの方々は田植えであったり、果物狩りであったり、あ

るいは稲刈り、稲のくいがけ、お正月の時期に合わせての餅つき体験といった、日本

の農村で普通に行われている日常を体験するということがかなり注目を集めておりま

す。我々にとっては日常であっても、その旅行者たちにとっては非日常であると。こ

の非日常を体験することが新たな旅行メニューになっており、人気を集めているとい

うことでございます。 

   これらの先進事例から、外国人旅行者を対象にした国見型の観光事業の進むべき方

向性がある程度見えてくるのではないかと思っております。 

   また、さきに町長が答弁いたしましたとおり、道の駅を核とした観光ルートの設定、

また、他市町村との広域観光の推進、これは既に地方創生の予算を使いまして、県北

５市町、福島市、伊達市、国見、桑折、川俣の県北５市町で協議会を作っております。

こういった広域観光の推進やツアーエージェント、バス事業者をはじめとする観光業

界、オリンピック組織委員会等との連携も念頭にございます。さらには道の駅の各施

設等に英語をはじめとする外国語標示につきましても県では新たに補助制度を設けて

おります。主要な５カ国語の標示をする際には補助金を出すという補助制度でござい

ますので、これらの補助制度も活用しながら、少しでも外国人観光客を国見町に誘致

できる環境づくりに対応してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） ぜひ国見町道の駅から外国の人たちに発信をし、そしてまた、国見

町に来て多くの外国の方たちに楽しんでいただけるような、そんな、これからお互い

に町側も町民も一緒になって協力し合っていければと思います。 

   次に、平成２８年度の各種委員会における女性委員の割合について質問いたします。 

   平成２７年第５回定例会において、各種委員会における２７年度の女性委員の割合

についてお伺いいたしました。その際、町長より答弁をいただき、平成２４年度以来、

女性委員の割合はアップしており、２７年度においては２０.７％になり、５ポイン

トアップの実績と伺い、女性委員の活躍に期待を持ちました。しかし、なかなか女性

がもう一歩前に出てくれないと、もどかしさも答弁の中にあったように記憶しており

ます。町長の女性が活躍できる意識した取り組みに感謝申し上げます。その際、住民

生活課長からも男女共同参画基本法の理念に基づき、女性の参画を意識した取り組み

を進めていきたいとの答弁をいただきました。 

   そこでお伺いします。平成２８年度の各種委員会の女性委員の割合はいかがか、お
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伺いいたします。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（吉田義勝君） お答えいたします。 

   平成２７年、昨年９月の議会定例会において答弁した以降の取り組みについてのご

質問でございます。 

   私から、まず、２つについてお話を申し上げます。まず１つ目の項目といたしまし

て、審議会等の女性委員の登用状況についてご説明いたします。 

   福島県で取りまとめをしました平成２７年度の調査の結果があるのですけれども、

そちらの国見町の数値についてであります。地方自治法第１８０条の５に基づく行政

委員会、具体的には教育委員会や選挙管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産

評価審査委員会になるわけでございますけれども、こちらの女性の比率については

１６.７％と公表されてございます。また、地方自治法第２０２条の３に基づく付属

機関、執行機関からの要請によりまして、審議や調査を行いまして意見を述べる機関

でございますけれども、法律によって設置が決められているものと条例で任意に設置

できるものがありまして、具体的には町防災会議や都市計画審議会などがあります。

これらの女性比率は調査の結果では２２.３％と公表されてございます。 

   この福島県の調査、今年度平成２８年度における調査はまだ実施されておりません

けれども、各行政委員会並びに各付属機関とも昨年の９月からこの時期でございます

ので、まだ任期中であって、委員構成が変わらない状況であると、現在は判断をして

いるところでございます。 

   次に、２つ目についてご説明いたします。 

   ２つ目の項目といたしまして、国見町における女性職員の登用状況についてご説明

をしたいと思います。 

   職員のうち女性の正職員についてですけれども、平成２７年度は４１名でございま

したが、平成２８年度、今年度は４４名となってございます。なお、女性の係長以上

の職員、係長あるいは課長になるわけですけれども、そちらの職員につきましては昨

年度と同じ１２名となってございます。 

   以上、数値的な点をご説明をさせていただきましたけれども、いずれにいたしまし

ても、町民の皆様のさまざまな意見が反映できますように、特に女性の参画について

は十分に意識をしながら、今後とも積極的な取り組みを進めてまいる考えでございま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） 女性の感性や発想力に期待をしていただきまして、ありがとうござ

います。３０１人以上の企業、それから雇用主としての国や自治体が対象という縛り

はありますが、４月１日、女性活躍推進法が施行されました。これに基づく特定事業

主行動計画の策定が全国の自治体で実施されているようですが、国見町としての取り

組み状況をお伺いします。 
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議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 松浦議員のお質しにお答えを申し上げます。 

   ただいまのご質問でございますけれども、今、その推進法に基づく計画について鋭

意策定中でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦和子君。 

１番（松浦和子君） どうぞ速やかな進行をお願いしたいと思います。 

   去る５月３０日に女性が輝く社会づくりシンポジウムが開催され、元厚生労働省事

務次官の村木厚子さんの基調講演は、多くの女性に勇気と力を与えてくださるすばら

しい内容でした。講師自身つらい体験をされた時期がありましたが、穏やかな口調の

中に、強い信念で身の潔白を証明されたはつらつ感がありました。女性が頑張ってい

る家庭や職場、自治体は元気があり、働いている女性が多い地域は子どもの出生率も

高く、比例しているというお話が印象に残っております。ぜひ国見型の女性活躍推進

法のようなものを作っていただき、結婚や出産後も女性が安心して働き続けられる支

援体制に力を注いでいただきたいと思います。そういう取り組みに魅力を感じる女性

は少なくないと思います。他の自治体から注目される町の取り組みに期待をし、私の

全ての質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、８番松浦常雄君。 

（８番松浦常雄君 登壇） 

８番（松浦常雄君） さきに通告しておきました２点について質問します。 

   １つは、台風等による大雨の場合、用水路及び湛水防除排水機場のポンプの備えに

ついてであります。 

   昨年９月の台風による大雨で、大枝地区の川内の農地の一部が冠水しました。地域

の人々は、排水機場のポンプの脇にあるプールに泥が堆積して、ポンプが十分機能し

なかったためではないかと言う声があります。事実はどうだったのか伺います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） ８番松浦常雄議員のご質問にお答えを申し上げます。 

   まずは、これまで町としましては、安全・安心なまちづくりを最重要課題と位置づ

けをしまして、とにかくベースは自分で自分の身を守る自助の考え方の周知、それか

ら防災訓練の実施、さらには新たに指定されました土砂災害警戒区域を入れ込んだ防

災マップの作成など、その周知に鋭意取り組んできたところでございます。 

   そういった中、昨年９月の台風１８号関連の農地冠水被害に関するお質しでござい

ますが、国見町におきましては、９月９日からの大雨により大雨警報と土砂災害警戒

情報が発令されました。町民の危険が非常に切迫していると判断をいたしましたこと

から、町としましては初めてとなる避難準備情報の発令をいち早く決断をしまして、

小坂農村総合管理センター、上野台体育館、大木戸ふれあいセンターの３カ所に避難

所を設置し、避難者の受け入れを実施いたしたところでございます。 

   その後、随時、防災行政無線、それから緊急速報メールなどを活用しながら、町民
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の生命、財産の保護を第一に警戒にあたってきたところでございます。 

   湛水防除施設につきましては、ポンプ自体の給水能力の低下も基本的に見られませ

んでしたので、記録的な豪雨による阿武隈川上流流域の水位上昇により、内水が排除

し切れなくなったことが冠水の主な原因であると考えておるところでございます。 

   町としましては、今後とも国、県並びに関係機関と十分連携を密にしながら、町民

の安全・安心を確保できるように鋭意対応してまいりたいと考えております。 

   なお、これ以降の質問につきましては、産業振興課長よりそれぞれ答弁いたさせま

すので、ご了承いただきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 昨年の９月に降った雨は、確かに私たち自身もこれまでにない雨だ

と感じました。しかし、阿武隈川上流は思ったほど雨が降らなくて、水位もそんなに

上昇はしていなかったと、担当者からも伺っているところです。にもかかわらず、内

水が十分かき出せなかったところが問題なわけです。 

   私も現場を見ましたところ、泥がたまったために排水ができなかったというのは、

やはり事実ではないなと感じたのですが、問題は、従来は２台だったところを今、

４台でかき出している。しかし、それでもかき出すことが十分できなかったというと

ころなのです。 

   全国的に異常気象が叫ばれてからここ数年たっているのですけれども、竜巻が今ま

でにない強さで起きたり、あるいは豪雨が頻繁にあちこちで起こったり、土砂崩れが

あったり、自然災害が非常に多くなっている。予想外だったと、もうたびたび聞かれ

る世の中になっていると考えますと、今の４台のままで、果たしてこれからの自然災

害に対応できるのかという心配があるわけです。そのことについての答えはもう少し

後にしまして、昨年冠水した面積についてどのくらいだったのか伺いたいと思いま

す。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   この豪雨によりまして冠水した面積でございますが、川内の新割地区を除く地区で

ございますけれども、水田が約１.３ヘクタール、果樹畑等が約６.０ヘクタールとい

うことで、合計７.３ヘクタールでございます。それと新割地区につきましては、水

田が１.２ヘクタール、果樹畑等が約３ヘクタール、合計４.２ヘクタールとなってい

る状況でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 農地が冠水した場合にどのような被害が出ると考えているのか伺い

ます。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 
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   福島県で発行してございます農業災害の手引によりますと、冠水した場合の農作物

の被害の関係でございますが、水稲の場合、生育状況によっても変わるということで

ございますが、２４時間の冠水での被害を申し上げます。それで出穂時期、稲穂が出

る時期という意味でございますけれども、出穂時期の１４日前までは被害は認められ

ない。出穂時期前後で７月下旬から８月中旬になりますが、約２０％から最大７５％

程度の被害、それで出穂期後につきましては１５％程度の減収被害が見られるという

ことでございます。 

   次に、果樹の場合でございますが、こちらも種類によって耐水性が違いますが、比

較的耐水性が弱いとされてございますモモやサクランボでも、果樹自体が冠水しない

限り、１日から２日程度であれば生育への影響はなく、３日以上になると大きな被害

が出てくるということになってございます。それと柿やブドウにつきましては比較的

耐水性が強いので、長期間の冠水でなければほとんど影響はないとされてございま

す。 

   また、野菜の関係でございますが、こちらも種類によって異なりますが、２４時間

の冠水ですと１５％から３０％程度減収となるとされてございます。 

   そして、また、農作物が冠水をした場合、いずれの場合でも病害虫の発生が懸念さ

れるということで、必要に応じて防除作業等が必要になるということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 今、答弁いただいたように、農地が冠水した場合は、このように多

くの被害が出ることが考えられるわけです。したがって、これまでたびたび水害に遭

われた地区の方々にとっては、水害の恐ろしさは身にしみて感じているところですの

で、できるだけ心配を少なくすることが必要だと思うところです。 

   川内の北川原を流れている用水路があるのですが、これは比較的大きい用水路でし

て、その末端が排水機場のところにいっています。泥が非常にたまりやすいところで、

地域の人々はここの泥がたまることが農地の冠水につながるんだと言っております。

この用水路についてはたびたび泥上げがなされているところですが、昨年度は行われ

たのかどうか。行われたとしたら、どのくらいの長さが行われたのか伺います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   川内地区から大枝湛水防除施設の遊水地を経由しまして阿武隈川に流れます古川の

堆積土砂の件でございますが、施設の上流６７５メートルにつきましては、湛水防除

施設の一部として国見町で管理することとなってございます。平成２１年度に土砂上

げをしてございますが、その後堆積土砂が増えてきまして、それとまた原発事故に伴

う放射性物質を含むおそれがあることから、所在地でございます伊達市とその対応を

協議をしてきたところでございます。 

   それで、放射性物質の安全性の確認と搬入場所が確保できた本年３月に４００メー

トル分の土砂上げを行ったところでございます。残る２７５メートル分につきまして
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は、今後、伊達市との協議を進めながら、今年度中に対応できるように検討してまい

りたいと考えてございますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 関心を持っていただいて、昨年は４００メートル、今年度も

２７５メートルを予定しているということですので、ぜひこれを実施していただきた

いと期待しております。 

   最初も述べましたが、昨年９月の大雨は想定外だったということですが、そのよう

な想定外の雨量は今後も予想されるわけですが、現在、もう一つ心配があります。そ

れは大枝地区と隣り合わせております伊達市東大枝地区で太陽光発電の設備を建設し、

約３０町歩の樹木が切られるという話があります。地元の人々の反対で、現在、計画

は進んでおりませんが、仮にそれが進められた場合は、山から鉄砲水で昨年同様の被

害が想定されるという話が聞こえております。自然災害によるものだけでなくて、こ

のような場合の水害を予測しますと、やはり現在の排水機場にあるポンプだけで十分

なのかどうか、心配があります。その点はどのようにお考えか伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   まず、３０町歩の森林の伐採の件でございますが、１町歩以上の森林を開発する際

につきましては、森林法の規定に基づきまして、福島県知事の林地開発許可を得る必

要がございます。その際には、地元の同意は当然でございますが、森林の持つ防災機

能、水害を防ぐ機能、水源涵養の機能、環境を守る機能などへの影響がないように、

十分な審査が行われた上で許可がされることになってございます。そのようなことか

ら、仮に許可がおりたとする場合でも、鉄砲水等防災上の危険は想定されないものと

認識してございます。 

   それと、また、この湛水防除の施設でございますが、平成１０年に県営事業として

総事業費１０億円を投じまして、２基の増設と付帯設備の改修をしてございます。増

設にあたって整備基準がございまして、平成１０年以前の過去のデータをもとにしま

して、２０年に一度想定されます雨量、３日間の連続雨量で１９４ミリというもので

ございますが、それを基準としまして水田の許容湛水深がございます。２０年に１回

の雨が降った際に冠水する許容の深さという意味でございますけれども、それが

３０センチ。最大湛水深で１９８センチ。許容湛水時間が２３.７時間という設定で

整備をされたものでございます。それで、基本的にこの湛水防除施設、住家などがあ

る場合はまた基準が違いますが、この基準をもとに整備がされてございまして、この

基準を上回る施設の整備につきましては国庫補助の対象外になるということでござい

ます。このようなことから、今後、先ほど議員からもご指摘がございましたが、気象

の変動によります大きな変化とか、流域面積の拡大等がない限り、現段階で増設につ

いては難しいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） かなり基準に基づいて整備されていると感じますので、私もその点

は安心できるのではないかと思っているところです。 

   もう一つ、別の質問です。 

   用水路の清掃はこれまで地域の人々が毎年春に協力してやってきましたが、近年、

高齢化が進んで作業に出られない人が増えてきておりまして、地区によっては人手が

足りなくて作業が大変だという話が持ち上がりまして、大枝地区では環境保全会とい

う大きな組織を立ち上げました。そこで、人数が足りないところにはよそから人数を

回して、あまり負担過重にならないようにしようということでやって、ことしで２年

目になりますが、ことしは円滑に運営できております。 

   しかし、用水路が大きくて、人の力ではごみや泥を用水路外に出すのが困難なとこ

ろもあります。そのようなところには町の協力がいただけるのか伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   農業用水路等の維持管理に関するお質しでございますが、日常的な維持管理につき

ましては、受益者となります皆様にお願いをしているところでございまして、議員が

今ほど申し上げられました環境保全会等、多面的機能支払交付金制度の活用によって

外部事業者への委託も可能でございますので、その辺も含めてご検討をいただきたい

と考えてございます。 

   なお、受益者の皆様で対応ができないような老朽用水路の布設がえであったり、構

造的に欠陥が発生した場合、災害発生の場合等、大規模または緊急的な修繕等につき

ましては町で対応することとなってございますので、個別案件として産業振興課にご

相談をいただければと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） ただいまの明確な答弁で安心しました。 

   それでは、次の２つ目の質問に移ります。 

   耕作放棄地や工事の残土の捨て場の雑草駆除についてであります。 

   この件については、私は何度か一般質問で取り上げ、町や農業委員会の取り組みを

質してきましたが、毎年苦情が寄せられ、ほとんど改善されていないのではないかな

と思われる状態です。これまでこのような業者とか、土地の所有者にどのような指導

をされてきたのか伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   耕作放棄地関係の除草とか、管理の関係のお質しでございますが、耕作放棄地や空

き地の除草につきましては、基本的に所有権に基づきまして、その所有者または賃貸

借等を行っていれば借り主が適切に管理すべきものであると考えてございます。ただ

し、耕作放棄状態となっている農地につきましては、その有効活用を図るという観点
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から、農地法の規定に基づきまして農業委員会による利用意向調査、そして利用権設

定等の勧奨、そして農地保全のための指導等の規定がございますので、その制度に基

づきまして可能な限り対応しているところでございます。 

   それで、農地以外の土地につきましては、法的には指導等の権限はございません。

しかし、近隣の住民の方の迷惑にならないように、適宜、適切な土地の管理をお願い

しているところでございます。管理が不十分と思われる状態となっている土地につき

ましては、それぞれの事情がある場合もございますので、今後とも土地の所有者、近

隣の皆様の意向等を踏まえながら対応をしてまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） その指導ですが、具体的にはどのようなことなのですか。文書だけ

で済ませているのかどうか、その辺を伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   農地に関する部分でございますが、農業委員会で毎年農地パトロールを実施してご

ざいます。それで、１年以上耕作放棄の状態が続いているというふうに認められる場

合につきましては、その所有者の方に対して利用意向調査を実施することになってご

ざいます。その結果、引き続き耕作をしたいとか、誰かに貸し出したいということが

あれば、例えば自ら耕作するという場合は、その耕作に関する指導等を農業委員会で

行う。そして、誰かに貸したいとか、農地中間管理機構を利用したいという場合につ

きましては、それらについてのあっせんや調整を行うと。それは文書でということに

なりますが、そのような対応をしているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 残土の捨て場になっているところについては、何の権限もないとい

うか、対応するのが難しいということでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   その残土捨て場が仮に農地であれば違反転用になりますので、それはまた農地法の

規定に基づき、農地に戻してくださいというような必要な指導はできますが、それが

仮に雑種地とか原野であった場合につきましては、町で強制的な権限については持っ

ていない状況でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） もとは農地だったところに残土が捨てられているということで、地

元の人も、農地なのか、いつ雑種地になったのか、よくわからない状態のところが問

題なのです。それが、近くの農地につる草が張っていって、そして大変な迷惑をかけ

ているので、その辺はちゃんと調べ上げて対応していただけないかと思いますが、い
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かがでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） 当該案件につきましては、以前に議員からお話があって、

調査等も進めておった件かと思われますが、現況は耕作放棄地状態になっておりまし

て、その地目上は農地ではございません。ということになりますと、その付近の農家

の方が耕作しているものに影響を与えないように、その所有者の方とはお話をさせて

いただいているような状況でございますので、今後も必要に応じてお話をさせていた

だければと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 今の説明で大体わかりました。そういうことでしたら、よく地元の

方にもお話をして、雑草が周囲に迷惑をかけないような対応をお願いして、私の質問

を終わります。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時２０分まで休議いたします。 

（午前１１時０８分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時２０分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   次に、５番佐藤定男君。 

（５番佐藤定男君 登壇） 

５番（佐藤定男君） 私からは、１１月改選予定の町長選挙についてお聞きいたします。 

   太田町長は平成２４年１１月の町長選挙に立候補されまして、見事当選なされまし

た。ことしはその改選の年にあたっておりまして、以下町長ご自身のお考え、お気持

ちをお聞きしたいと思います。 

   まず、町長就任後３年余りが経過いたしました。就任当初から東日本大震災の町政

のかじ取りということで、大変なプレッシャーとご苦労もあったのではないかとお察

しいたします。改めて振り返って、どのような思いをお持ちですか。お聞きしたいと

思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） ５番佐藤定男議員のご質問にお答えを申し上げます。 

   町長就任後３年半の経過を振り返っての思いについてのお質しでございます。 

   実際、私、東日本大震災発生時には日赤福島県支部事務局長の立場で、福島県全体

の復旧・復興にあたっていたところでございます。４年前、町民の数多くの皆様方か
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ら熱心な町長への出馬要請を受けまして、実は非常に悩みました。熟慮を重ねた結果、

私が生まれ育ったふるさと国見の復旧・復興にほんの少しでもお役に立てればなとい

う思いで実は町長に就任をいたしました。今日まで非常に力不足ではございましたけ

れども、全身全霊をかけましてその職を、私なりに実際邁進してきたかなという思い

を現在持っております。 

   皆さんご承知のように、特に町長就任以来、オール国見の精神と「復興・絆・国見

の未来をみんなでつくりましょう」のスローガンのもと、５つの目標を、東日本大震

災からの復旧・復興、それから、安全・安心、活力、思いやり、国見町の維持発展を

最重要課題としまして、また、私は、震災の復旧・復興だけですと心の元気がどうし

てもなえてしまう、こんなことを考えましたので、なるべく町民の皆様方の心の元気

をぜひ取り戻してもらいたいという思いで元気活力事業等々を平行的に取り組んでき

たのが実態でございます。 

   ご案内のように、就任早々、具体的には東日本大震災復旧・復興対策推進国見町民

会議を立ち上げさせていただきまして、多くの方々のご理解とご協力のもと、住宅除

染を半年前倒しで終了したほか、県北浄化センターの下水汚泥につきましても、仮設

汚泥乾燥施設の運転の開始によりまして、今年度末には何とか全量搬出できる見通し

になったところでございます。 

   また、復旧・復興の司令塔となります役場新庁舎、皆さんも今、ここにおりますけ

れども、昨年５月７日、再建を果たすことができました。議員の皆様等のご支援に改

めて感謝を申し上げさせていただきたいと思うところでございます。 

   また、町民皆様の悲願でありました道の駅整備にも着手をしまして、一歩一歩であ

りますけれども前に進み、復旧・復興の光とか元気が、よく私も元気と最近言ってい

るのですけれども、少しずつですが、国見全体で見えつつあるかなという思いをいた

しておるところでございます。 

   私の任期も残り５カ月余りとなりましたので、引き続き、ふるさと国見のために、

そして、町民の皆様のためにという思いで、とにかくこの任期をまずはしっかりと全

力で全うしていくことが私に課せられた今の重要な課題かなと、こんな思いをいたし

ておりまして、現時点では、とにかく任期を全うするんだという思いで、鋭意これか

らもしっかりと対応していきたいと思っておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） ただいまは町長のこれまでの思いをお聞かせいただきました。 

   私自身も振り返ってみますと、町長のお話とダブるところもありますが、震災後、

まず急いでしなければならなかったのは、被災された方の生活再建、道路等インフラ

の整備、県北浄化センターの汚泥問題、そして除染問題だったと思います。これらの

課題は、太田町長の強力なリーダーシップと町職員の献身的な働き、そして町民の協

力、理解により解決あるいは解決の道筋がついたと思っております。 

   特に除染問題につきましては、町民の関心の高さや重要性を踏まえまして、町長就
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任後いち早く、復旧・復興町民会議を立ち上げました。「国見の未来をみんなでつく

りましょう」を合い言葉に町民の意識を高め、現時点では住宅の除染は完了いたしま

して、大きな成果を上げております。また、役場庁舎も完成、観月台文化センターも

本来の役割を取り戻し、復興を実感できるようになりました。 

   輝かしい実績とは別になりますが、反省点といいますか、こうすればよかった、あ

あすればどうだったかなと、そういう点がもしありましたら、お聞かせいただきたい

と思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 再質問にお答えを申し上げます。 

   基本的に、先ほど申しましたような形で進めてまいったところでございますが、ま

ず、私のベースとしての反省点、これはやはり大震災の復旧・復興ということであり

ました。本来であれば、一般的な事業であれば、私も県の立場でいろいろやっており

ましたけれども、こんなはずではないという部分が非常にありました。例えば、除染

につきましても、当初仮置き場を作るにあたりまして、本当に今までにない、はっき

り言いまして苦労、苦労の連続であったという思いをいたしております。夜な夜な分

かたず、皆様方にご説明をしまして、何とか仮置き場の設置にたどり着くことができ

たと。これも各方部の皆様方のご支援があったからこそだと思っておりまして、本来

の私自身のこれまでの行政スタンスからいけば、いや、こんなものではないなと思っ

たのですが、なかなかうまく進まなかった。それがまさに大震災なのかなというよう

な感じをいたしまして、その辺は私自身も自分の人生の中での今までのあり方と今回

の大震災はちょっとかけ離れていたということがございまして、反省点といえばそれ

がうまくできなかったと。いろいろな面で、復旧・復興も含めてなのですけれども、

全体的な部分でそういったことができなかったというのが、やはり私自身の一番大き

な反省なのかなと。一歩一歩何とかやってこられましたけれども、えいやっと、これ

をやるんだといったときに、本当にスピーディーにという観点がなかなかでき得なか

ったことは町民の皆様はじめ、議会の皆様方におわびを申し上げたいと思っておりま

す。 

   ただ、私の能力の限界の中で全力でやってきたということは、ここではっきりと明

言をさせていただきます。私の能力の限界を感じながらも、それは一生懸命やってき

たということは、改めてこの場で申し上げたいなと思います。ただ、私の能力不足も

ありまして、いろいろ反省はございます。ですから、今後は、やはり一歩一歩といい

ますか、町民の皆様方にさらにさらにご協力をいただきながら、道の駅の整備もそう

でありますけれども、スタートしまして、今度はやはりソフト面だと思うのです。道

の駅は、ソフトをどうするんだと、経営をどうするんだというスタンスだろうと思い

ますので、町民の皆様方のご支援をいただいて、どうするんだというあたりを、十分

今後インプットしながら、やはり進めていくことが大切なのかなと思っております。

結論だけ申しまして、復興の状況は私の思いと若干かけ離れておったというのが一つ

の反省点なのかなと思っております。これは少しでも今後修正すべく鋭意対応してい
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ければとも考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 確かに未曽有の大震災への対応で、大変なご苦労があったかと思い

ます。ご自身の素直な気持ちをお聞かせいただきまして、本当にありがとうございま

した。 

   さて、国見町の復興とともにさらなる発展を目指しまして、町は歴まちづくりと道

の駅開業に取り組んでおります。この２つの事業はまさに国見の未来がかかっており

ます。これらの土台をしっかりと作っていくことも、太田町長には求められていると

思います。 

   そこで、ずばりお聞きします。先ほどは今の任期を全うしていくというお言葉でご

ざいましたけれども、１１月の町長選、２期目に向けての立候補の意思はあるか、こ

の場でお聞かせいただければと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） お答えを申し上げます。 

   ２回ほど私から前段で答弁しておりますけれども、私が町長就任以来、掲げてまい

りました東日本大震災からの復旧・復興をはじめ、５つの目標、先ほど申し上げまし

たけれども、進めてまいりました。ただ、道半ばである部分もあるのかなとも考えて

おります。今後、さらに復興・再生の光が大きくなるように、また、ふるさと国見町

が持続可能性のある発展を遂げていくためにもオール国見の体制を堅持しますととも

に、連携協定を締結しております関係自治体などとの交流連携の輪を広げる、そして、

将来の国見町の基盤づくりに取り組んでいくことは私のみならず、全ての皆様方、町

民もはじめ、議員の皆さんも、少なからずこれは本当に課題かなというふうにお持ち

だろうと認識をいたしておるところでございます。これは私だけではないと思うので

す。恐らく議員の皆様、傍聴の皆様も含めて、これはしっかりやらなくてはならない

かなという思いをお持ちなのかなと思っておるところでございます。 

   ところで、議員お質しの２期目に向けての町長選への立候補の意思についてでござ

います。これも先ほどちょっと申し上げましたけれども、まずは残された任期に全力

を尽くすこと、これが現在、私に課せられた最重要課題であると考えております。町

長選への出馬につきましては、現在、まだ５カ月余り時間がございます。今後、町民

の皆様、議会をはじめとする関係の皆様、それから後援会の皆様、十分、十分相談を

しながら、そして、ただいま佐藤議員から、私にすばらしい質問をいただきました。

それは、これまでの自分のさまざまな活動を総括する意味で、そして、今後を考える

意味で非常にすばらしいご質問をいただいたと、非常にありがたいことでございまし

て、心からこのご質問に感謝を申し上げさせていただきたいと思います。 

   また、ただいまのご質問を真摯に重く受けとめて、しかるべき時期に結論を出して

まいりたい。現時点の思いは、私の場合、このような状況でございます。 

   以上、答弁とさせていただきたいと思います。 
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議長（東海林一樹君） 佐藤定男君。 

５番（佐藤定男君） 町長からは、まずは現在の任期を全うすると。そして、町長選まで

５カ月の期間があると。その中で町民の方、支持者の方、いろいろなご意見を聞いて

最終判断を出したいということでございました。ぜひ皆さんの思いを酌んでいただい

て、しかる時期が来ればご決断なさると思いますので、そのご決断を期待したいと思

います。 

   以上で、私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、２番村上 一君。 

（２番村上 一君 登壇） 

２番（村上 一君） 通告しました事項に対して質問いたします。 

   結婚世話やき人についてです。 

   結婚の手助け、出会いのきっかけを提供し、婚活の推進を図る目的の事業であると

思いますので、質問させていただきます。 

   世話やき人の募集、人選にあたって、６月２５日に文化センターで説明会が行われ

るということでありますが、どのように進めていくか伺います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） ２番村上 一議員のご質問にお答えを申し上げます。 

   結婚世話やき人につきましては、少子化対策や定住化促進に向けた今年度の新規事

業といたしまして、結婚についてのアドバイスや出会いのきっかけ提供をするなどの

世話やき活動をボランティアで行っていただける方を募集し、登録をするものでござ

います。 

   その募集にあたりましては、ただいまの議員のお話にもございましたように、今週

の２５日土曜日に募集説明会を開催いたしまして、世話やき活動に同意をいただいた

方を登録する予定でございます。特に、地域の事情に詳しい議員の皆様はじめ、町内

会長、それから民生児童委員、婦人会役員等、地域で活躍されている方々に広く呼び

かけ、ご案内を申し上げたところでございます。 

   今年度は世話やき人を１０名程度登録することを予定してございます。 

   なお、活動にあたりましては、町では研修会や情報交換を実施しますとともに、県

が行う世話やき人制度と連携をいたしまして、広域的な情報交換、それから交流も図

ってまいりたいと考えております。 

   また、この事業は地方創生総合戦略の実施にあたり、少子化対策あるいは定住促進

に向けての取り組みの要になるものであると認識をいたしておるところでございます。 

   どうぞ皆様方には特段のご協力をお願いしたいと思うところでございます。 

   なお、これ以降の質問につきましては、それぞれ関係課長より答弁いたさせますの

で、ご了承いただきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） ６月２５日に文化センターで説明会があるということで、現在、何
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名くらい申し込みがあったのですか。お聞かせいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えをいたします。 

   今週２５日土曜日に世話やき人の募集説明会のご案内を各世帯、並びに先ほど町長

が申したとおり、地域の事情に詳しい関係の方々にご案内を差し上げたところでござ

います。 

   きのうまでの申し込みの期間でございましたが、現在のところ、一般の申し込みあ

るいはご案内を差し上げた皆さんからの申し込み、合わせて５０名弱の参加の見込み

をしているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） この事業によって結婚が成立した場合、やはり人の世話というのは

なかなか大変なものと思います。その中で、労をねぎらうということで、以前行われ

ました報奨金も考えなくてはならないのではないかと思いますが、考えを伺いたいと

思います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   町では、昭和６０年から後継者結婚媒酌人報奨金交付要綱に基づきまして、後継者

の結婚を成立させた媒酌人に対しまして報奨金の交付を行っておりました。 

   しかし、近年、核家族化が進みまして、さらに媒酌人を介しての結婚が少なくなっ

てきたことで、事業としては停止をしているところでございます。 

   今回、募集をいたします結婚世話やき人につきましては、結婚のアドバイスや出会

いのきっかけづくりを目的としました新しい制度でございまして、結婚という結果が

伴うのが何よりでございますが、そこまでの責任やご負担をおかけしないで活動して

いただきたいと思いますので、議員お質しの結婚成立の報奨金につきましては、今後

の活動の状況を十分見極めながら検討させていただきたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） この事業に対して、若い者だけではなくて結婚を希望する方々に、

特に４０代、５０代の方々も取り上げていくべきと考えますが、その点を伺いたいと

思います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えいたします。 

   今回、募集をします結婚世話やき人が活動の対象となる独身者につきまして、特に

年齢など限定はしておりませんので、若者に限らず結婚を希望する方であれば、どな

たでも世話やきの対象として活動していただきたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 
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２番（村上 一君） 今まで若者交流イベントに近くの人が申し込んだときに、年齢制限

があると言われて断られたという話を聞いておりますが、やはりそういうことがあっ

たのですか。お聞きしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えをいたします。 

   若者交流イベントの参加者の対象のお質しかと思いますが、若者交流事業につきま

しては、基本的に少子化対策事業の一環として取り組んでいる部分がございますので、

ある程度対象を絞って実施してきたところでございます。さらに、その事業の効果を

考えましても、やはり年代が似通った男女が参加をして、イベントの効果を考慮して

の参加者の年齢の設定をしたところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） 今まで行われた若者交流イベントは実行委員会と委託先の業者との

企画となっておりますが、委託先の業者とはどのような業者か伺います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） お答えをいたします。 

   現在、進めております結婚世話やき人の募集及び若者交流の婚活イベントの募集等

につきまして、結婚支援専門の業者に委託をしまして、スマイル国見若人の会ととも

に事業の企画や準備をしているところでございます。 

   この委託業者につきましては、仙台市を拠点に東北地方の自治体における結婚支援

に関しまして数々のノウハウとスキルを持っておりまして、福島県が実施しておりま

す世話やき人事業や婚活イベント、セミナーの企画運営を手がけるほか、国見町が包

括連携協定を結んでいる東邦銀行とも提携するなど、県内外で十分な実績のある業者

でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） それでは、次の質問に移らせていただきます。 

   農産物加工施設について。 

   森江野町民センターを改修し加工施設が開設され、加工品の開発、商品化を進め、

６次産業の推進と地産地消に取り組む事業であるということで、その質問をいたしま

す。 

   農産物加工には種類がたくさんあると思いますが、その施設に対する、設備、器材

の設置内容について伺いたいと思います。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   森江野町民センター内の旧森江野季節保育所を改修いたしまして設置をするこの加

工施設でございますが、内容といたしましては、まず、漬物の加工室、そして２つ目

がパンやお菓子の製造室、３つ目が惣菜一般の加工室、４つ目が原材料の保管庫、倉
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庫、そして５つ目が完成品の保管庫であったり倉庫、そして６つ目がそれぞれの加工

品を製造した際に、それぞれ包装しなければなりませんから、その包装室。そして、

更衣室、事務室といった内容で、現在、設計を進めているところでございます。 

   また、備えつける機器材、これにつきましては、大型冷蔵庫、冷凍庫、電磁調理器、

大型のオーブン、スチーム調理器、揚げ物用のフライ製造機、急速冷凍機、ガス製造

機、炊飯器、食器洗浄機といったものでございます。６次化商品の製造で必要と思わ

れる機材をそろえたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） 農産物加工ということで、加工施設の運営に携わる方々は、やはり

農家のお母さん方が中心になると思うのですけれども、その中で業者にもいろいろな

協力をもらわなくてはと思うのですが、その点はどういう考えか伺います。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   その運営につきましては、まず、ご使用いただくターゲットとしては、議員お質し

のように、地区のお母さんたちがメインになろうかと思っております。また、そのほ

かに道の駅の加工品製造の部門での活用も想定をしております。業者というお話でご

ざいましたが、この運営に関しての想定をしておりますのが、まちづくり会社が、ま

ず運営管理の主なる想定先と考えているところでございます。ただ、一般の業者に関

しては、この施設の利用は制限したいと考えております。まずは民間のお母さんたち

が主力になってお使いいただきたいと考えております。ただ、運営に関しては、当然、

道の駅の経営面からも、まちづくり会社が運営をするのが最適なのではないかとは考

えておりますが、これもまだ決定ではございませんので、今後、検討してまいりたい

と考えているところでございます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） 加工施設で加工、開発された品物を試食、試飲するコーナーの併設

もするべきと思います。あそこには町民センターがあり、ももたん広場もあるという

ことで、若いお母さんや子どもさん方が他町村からも来るので、その方々にも試食し

てもらうようなコーナーとともに、年数回のイベントを開催する計画があるのか、お

伺いいたしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   ６次化商品の製造、販売を目的に、県の保健所の指導のもとに設置をする施設でご

ざいます。ですから、加工施設内へ不特定の方々が出入りをするような試食会であっ

たり、試飲会、イベント等の実施は難しいと考えております。これは不可能に近いも

のと思っております。 

   ただ、加工施設以外の森江野町民センターの施設、今、議員がお話しいただいたよ
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うな、そういったももたん広場であったり、そのほかの森江野町民センターの会議室、

和室を活用しての試飲会であったり、試食会、小規模のイベント等については、６次

化事業の推進の観点からも実施に向けて検討してまいりたいと考えているところでご

ざいます。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） この加工施設に対して、民俗研究家結城登美雄氏が国見の食文化の

掘り起こしで何度か来町しておりますが、今後、この事業にも協力いただけるのか伺

います。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   民俗研究家の結城登美雄先生は宮城県大崎市鳴子産の米を１俵２万４０００円で販

売をするという鳴子の米プロジェクトを立ち上げた方でいらっしゃいます。平成

２１年でございますが、国見町の農業委員会が大崎市鳴子支所やあら・伊達な道の駅

を訪ね、ご教示をいただくきっかけとなった方でもございます。また、全国の自治体

から、まちづくりや地域の活性化の提言を求められている実践者でもございます。 

   先生の考え方は、平成２５年１２月に策定をいたしました「１０００年のまち。こ

れから１００年のまちづくり基本計画」で、国見の地で長い時間をかけて洗練されて

きた宝物であったり、時代の移ろいにもかかわらずに今に残ってきたもの、これも宝

物でございますが、これらを再発見をし、発展をさせ、発信をしていこうという国見

町のコンセプトと同じくする方でもございます。実際に先生自身、これまでにも直接

国見町にお入りになられて町内の方々とお話し合いをされていたり、あるいは講演会

という形で昨年来、町にもおいでいただいて事業を進めていらっしゃってもいますか

ら、お母さんたちとすっかり懇意になられてもおります。当然今後の農産物加工施設

へのノウハウの提供も含めて、継続して国見町へのご支援、ご協力をいただきたいと

考えております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） 私からも改めてお答えを申し上げさせていただきたいと思います。 

   まず、ただいまいろいろご質問をいただきましたけれども、その国見町の６次化を

どのようにするのかはやはり町の施策の中で非常に私は重要な課題の一つであると強

く強く認識をしておりました。６次化とは何かと申しますと、１次産業、２次産業、

３次産業、つまり農、工、商。１足す２足す３が６。１掛ける２掛ける３が６です。

そういった意味での農、商、工連携という意味で、まさに国見町の産業の振興のベー

スになるものであるということが、ひとつ私はあるんだろうと思っております。 

   と同時に、道の駅の整備を今、進めておりまして、その道の駅でのさまざまなもの

の販売、それは国見町の農の皆様方、工の皆様方、それから商の皆様方が一致団結し

て、そこで対応して道の駅にチャレンジしていく意味でも、私は６次化をどのように
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するのかが非常に重要なことだろうと認識をいたしております。さらには雇用の問題

です。当然、先ほど議員ご質問のように、雇用の問題でいろいろと必要性が出てきま

す。地元の皆様方のフォローをいただかないとこれはできない。そういう意味でも、

非常に私はいろいろな面で国見町全体が回るのかなと認識をいたしておるところでご

ざいます。 

   あとはもう一つあるのですが、風評被害の払拭。つまり農産物を加工して、そして

国見町のものを買っていただけるという。例えば道の駅ができますと、２万台が走っ

ている４号線を通る皆様方、それから道の駅のマニアの方々、近隣市町村等々、いろ

いろな面で、この風評被害の払拭にも当然つながってくると。そういった意味でも、

この６次化施設、そして、その中で６次化商品をそれぞれ立ち上げていく。まさに国

見町全体の産業が回るものと、私自身そう認識しておりまして、この６次化の施設は

本当にこのベースになるものと認識をしておるところでございます。 

   今後ともこの施設の立ち上げ等々、議会の皆様方のご支援をいただきながら、しっ

かりと立ち上げ、国見町の産業全体の振興にぜひ結びつけてまいりたいと思っており

ます。 

   改めて私からの答弁とさせていただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 村上 一君。 

２番（村上 一君） いろいろと答弁いただきまして、本当にありがとうございます。 

   これで私の一般質問を終わらせていただきます。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後１時まで休議いたします。 

（午後０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問を続けます。 

   次に、１１番浅野富男君。 

（１１番浅野富男君 登壇） 

１１番（浅野富男君） ６月定例議会にあたりまして、一般質問を行います。 

   道の駅建築工事に関してでありますが、通告に従って質問してまいりたいと思いま

す。 

   町民の大きな期待のもとで、道の駅建設工事が進められております。しかし、町民

の間では、この建物の工事に関して疑問の声が上がっております。道の駅建設計画は、

平成２６年度には基本設計の完了、そして実施設計、用地の取得に着手し、平成

２７年度には造成工事が完了するところまで計画は進みました。１１月２６日には、
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４社が参加して条件付一般競争入札が行われました。そして、１２月議会定例会では

建物の工事請負契約についての議案を追加議案として提出、議会はこれを可決いたし

ました。これにより、町は工事請負契約を結び、工事に着手する運びとなりました。 

   工事請負契約とは、そもそもどのようなことについて契約を交わすものなのか、ま

ず質問いたしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） １１番浅野富男議員のご質問にお答えを申し上げます。 

   まず、国見町の道の駅につきましては、先々代の冨永町長時代の平成１３年度に策

定がなされました第４次振興計画に位置づけがなされまして、その後、佐藤前町長が

設置に向けてさまざまなご努力をされまして、現在に至っておるところでございます。

私も含め、歴代の３人の町長、そして１５年の悲願でありますこの道の駅が来春オー

プンの予定になっていることは非常に感慨深く、これまでの先人の皆様方のご労苦に

対しまして、改めて敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

   さらに、私は、先ほど佐藤議員にもご答弁申し上げましたように、復興、絆、国見

の未来をみんなで作ることを念頭に、これまで、除染をはじめとする東日本大震災か

らの復旧・復興や、元気活力事業などの事業に鋭意取り組んできたところでございま

す。 

   ご案内のように、役場庁舎につきましては昨年５月に無事移転し、次に続く重要な

プロジェクトといたしまして、先ほど来申し上げております道の駅の整備を東日本大

震災からの復興のシンボルの施設として、町の活性化を図る中核の施設としまして、

ふるさと国見町のために、そして町民の皆様のためにの思いで、これまで、行政手続、

法にのっとり、公正、適正に鋭意進めてきたところでございます。この間の町民の皆

様はじめ、国・県、町内外の各般にわたるご声援があったればこそ現在に至っている

ところでございまして、重ねて感謝を申し上げる次第でございます。 

   さて、そのような中にありまして、議員お質しの工事請負契約の内容についてでご

ざいますが、その記載事項につきましては、国で示された統一様式がございまして、

国見町におきましてもその様式を使用いたしておるところでございます。その様式に

は、記載する事項としまして、工事名、工事場所、工期、請負代金額、それから契約

保証金及び特約事項と、このようになってございます。特約事項につきましては、議

会の議決を要する契約の場合には、この契約を仮契約として、議決後本契約になると

いう内容を記載をいたしておるところでございます。 

   いずれにいたしましても、この道の駅の整備につきましては、復興のシンボルとし

て、町の活性化の中核の施設として最重要プロジェクトでございまして、しかも、内

容的・規模的にも東北最大級の道の駅になるということでございますので、今後とも

鋭意その推進に努めてまいりたいと考えておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 道の駅が早期に完成することについては私たちも同感であるとい
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うことにおいて質問をしてまいりたいと思います。 

   ただいま、工事請負契約とはどのようなことを交わすのかということの答弁があり

ました。その中で、契約の際に発生します、ちょっと言葉が違うと思いますけれども、

契約金、あるいは前渡金について今若干触れたような気がしたのですけれども、気が

ついたんですが、今回のものはどのような形になっておりますでしょうか。前渡金と

いいますか、契約金の金額とはどのようになっていますでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 契約保証金ということですね。 

１１番（浅野富男君） ええ。 

建設課長（阿部正一君） 契約保証金につきましては、１０％になってございます。

１０％につきましては、その金額を納めるか、または信用保証会社の保証をいただい

た上で保証書の提出を受ければ、その納入を免除されることになっております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それでは、先ほどの町長の答弁でもありましたけれども、請負金

額、これは当然契約の対象になると思いますけれども、今回、工事請負金額のもとと

なるものは何だったのでしょうか。当然、設計書かなと思うんですけれども、どうな

のでしょうか、質問したいと思います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   工事請負金額のもとになるものはというお質しでございますけれども、これにつき

ましては、福島県で定めております積算基準というのがございます。これに基づきま

して、おのおのの工事に基づく工事費の積み上げを行いまして、直接工事費を算出い

たします。さらに、同様に福島県で定めております諸経費を加算した金額で算定をし

ているということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 当然、そのもととなる設計書なり、そうした仕様書なりがあると

思うんですけれども、今回、そのために使った仕様書は、どこの設計会社の製作した

ものでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） どこのということでございますけれども、設計はご存じのとお

り、委託した会社である計画・環境建築の設計書、図面に基づきまして仕様を定めて

おります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 今、課長答弁のとおり、計画・環境建築の製作した設計書だと思

いますが、その設計書をもとにほかの業者も入札に参加しているものと思います。競
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争入札においては、入札参加業者はそれを請け負う目的で参加しているものと思って

おります。今回落札をいたしました晃建設は１２億５００万円で、ほかの業者の

１６億５０００万円から１８億円との差は、開きの小さいほうでも４億４０００万円

で、他社は６億円以上の開きがあります。しかも、町の予定価格１２億９４０万円を

下回ったのが１社だけであるという結果について、町内にはいろんな見方をする方々

がいらっしゃいますが、町としての見解はどのようなものなのでしょうか、伺いたい

と思います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   条件付一般競争入札でございますので、適正に行われたものと認識をしているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 聞いたのが、この晃建設だけが、町が示しました１２億９４０万

円、余りにも近いことについて、町としてはどのような見解かということであります。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 我々が入札をするわけではございません。相手が４社ございま

して入札をしているわけですから、当方でコメントする立場にはないと考えておりま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それでは、次の質問にまいりたいと思います。 

   その後、この落札業者、すなわち晃建設によりまして、２８年１月１５日に安全祈

願祭が行われました。この席には、株式会社計画・環境建築の杉本洋文様をはじめ、

国見町長、そして国交省福島河川国土事務所長、株式会社晃建設、同じく渡辺建設か

らそれぞれ代表取締役の方々が出席をし、くわ入れの儀式を行っております。 

   通常は、起工式、いわゆる安全祈願祭が行われた後すぐ工事が始まるものでありま

すけれども、今回はそうはなりませんでした。なぜ、すぐ着工できなかったのか、伺

います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   工事請負契約約款というものがございまして、その第２条に、「発注者は、受注者

の施工する工事及び発注者の発注に係る第三者の施工する他の工事が施工上密接に関

連する場合において、必要があるときは、その施工につき、調整を行うものとする。

この場合において、受注者は、発注者の調整に従い、当該第三者の行う工事の円滑な

施工に協力しなければならない」と記載されてございます。 

   議員ご承知のとおり、国道４号の拡幅工事並びに国の駐車場の整備工事、さらには

主要地方道浪江国見線の拡幅工事及び町道１１６号の新設工事が施工中でございまし
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たので、進入路の確保ができない状況にございました。その工事終了後に着工するこ

ととなったものでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 進入路の着工だけがこの期間おくれたという理解でよろしいんで

すか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 議員お見込みのとおりでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ５月１６日に、議会に対しまして、道の駅に関していろんな報告

を行っていると思っております。その席で、これは建設課長だと思うんですが、これ

は議会事務局から当時の記録としていただいたものでありますが、緊急防災の活用を

行うこと、確認申請による是正もあったことから、現契約の金額の範囲でできるよう

計画の見直しを行うため、発注者である町、施工業者、第三者工事監理として建築設

計協同組合で協議し、設計の変更を行うこととしたということで、こうしたことも含

めて調整したのではなかったのですか。違いますか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 確かに、工事の契約後に是正項目があり、当然見直しは行わな

ければならない状況もございましたので、それも並行して進めたということでござい

ます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それも変更といいますか、着工がおくれる一つの理由になったの

かなと思いますが、契約締結後に請負契約の内容の変更ができるのは、どういう事案

に対してなのでしょうか、質問したいと思います。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   工事内容の変更についてのお質しでございますけれども、これも工事請負契約約款

第１８条第１項各号に規定されておりますとおり、まず第１に、図面、仕様書、現場

説明書及び現場説明に対する質問回答書が一致しない場合、第２に、設計図書に誤謬

または脱漏がある場合、第３に、設計図書の表示が明確でない場合、第４に、工事現

場の形状、地質、湧水等の状態、施工上の制約等設計図書に示された自然的、または

人為的な施工条件と実際の工事現場が一致しない場合、設計図書で明示されていない

施工条件について予期することのできない特別な状態が生じた場合となっております。 

   そして、同条第４項には、設計図書の訂正または変更を行わなければならないと規

定されておるところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 
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議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それに基づいて変更となるかと思いますが、今回変更に至る理由

は、この中のどういったものから、変更といいますか、作業をしなければならなくな

ったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） これにつきましては、第２に申し上げました設計図書に誤謬ま

たは脱漏がある場合、これを具体的に申し上げますと、確認申請における是正項目が

多岐にわたったことによるものです。これは、当然当初の設計書と内容が変わってく

る、誤謬があった、間違いがあったことを正すために設計を変更したということにな

ろうかと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） この誤謬があったというのは、どの時点で気がついたことなので

しょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） これは、確認申請の確認通知が来た時点で、是正項目が出され

たと。この時点ではっきりしたということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） この件につきましては、後でまた質問するかもしれませんが、そ

の次の質問に移りたいと思います。 

   いろんな変更はあり得ると我々も考えております。しかしながら、今回変更するこ

とに関しましては、我々が考えるには、やはり元の設計業者が変更することが筋かと

考えております。今回の変更については別な形でやったのではないかと我々は思って

おりますけれども、今回はどうだったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   まずは、工事監理がございました。工事監理につきましては、昨今の国の動向も含

めますと、第三者監理が主流になってきているということもございましたので、第三

者監理とすることによってそのような形になったと。第三者監理となった業者にお願

いをすることが、時間的にも、さらにはコスト的にも合理的であると判断したところ

でありまして、そのような形になったということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） もともとの計画・環境建築ではできないことだったという理解で

よろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） そのようなことではございませんけれども、第三者監理業者と
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契約したほうが、県内の業者、役場の工事監理をご存じかと思いますが、役場の場合

は東京のＪＲＥと福島県の業者とのＪＶだったわけです。 

   ただ、今回の場合は、工事、設計全てが東京の業者で、福島県での積算基準に組み

かえる必要でやっぱりタイムロスが出るということと、あとは設計の打ち合わせやそ

の辺の調整をする時間的ロスを少しでも省くためには、監理業者に設計の変更をお願

いするほうが当然合理的ですし、時間的、さらに旅費、宿泊費等の軽減も図られると

いうこともありましたので、そのような形にさせていただいたとご理解を賜りたいと

思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 時間的ロスも考えなければならないという答弁もありましたけれ

ども、もともとの設計会社、計画・環境建築にはどのようなお話をされたんでしょう

か。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 設計会社につきましては、今回は第三者監理方式でさせていた

だきますということでご了解を賜っております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それで、計画・環境建築は、基本設計も含めて前からいろいろな

かかわりがあると思うんですけれども、設計料とか、そういったものの支払いが既に

済んでいると思うんですが、この会社には幾らお支払いになったんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 実施設計だけではありませんので、運営のコンサルティング、

あと開発許可の関係もありましたので、実施設計分については約３０００万円ほどと

認識をしております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それでは、次の質問に入りますけれども、議会は図面の内容につ

いては議決する立場にないと言われておりますが、今までの話のとおり、設計が変更

されるということがずっと進められてきたのがこれまでの経過かなと思っております。

これについて、４月の議員懇談会の日まで、いわゆる起工式が終わった後、４月の懇

談会まではほとんどこの報告がなかったと記憶しております。議会としても、設計の

変更があり得るという認識でおります。役場庁舎建設のときも、たしか木材が出てき

たために基礎工事がおくれるといったお話もあったかと思います。 

   執行部と議会の関係は、いわゆるチェックアンドバランスと言われるとおり、相互

の信頼と議決に基づいた執行がなされているかどうかの確認をすることによりまして、

町民に責任を持った行政が行われることになるものではないかと思っております。こ

のような、信頼関係を損なうような事態は避けるべきではないかと思っておりますが、
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今回についてはどのような感想をお持ちでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   設計変更に係る大枠が固まっていないような状況もございましたので、ご報告でき

なかったものと考えてございます。今後は適時適切にご報告してまいりたいと思いま

すので、ご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ちなみに、細かいことになりますけれども、今回の変更では何カ

所ぐらいを変更したのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 現時点での状況です。これからまた動く部分もございますので、

その辺はご理解をいただきたいんですが、まず意匠関係で６項目、あと構造関係で

２６項目、電気設備関係で１項目、機械設備関係で８項目の工事費が増加となるご指

摘があったということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それでは、次の質問に参ります。 

   ただいま申しましたけれども、５月１６日の議会に対する報告で、この間の経緯に

ついて、時系列での報告がなされました。その中で、建築確認に関する報告もありま

した。この件に関しましては、我が党の県議会議員を通しまして、その書類を取り寄

せました。それによりますと、建築確認申請は昨年の１２月１８日に提出、そして確

認通知はことしの１月１３日付でおりております。その後、３月２８日付で東京の計

画・環境建築の確認申請の取り下げを行っております。そして、先ほど建設課長から

答弁がありました福島の有限会社フォルム建築計画に係る建築確認申請を４月７日に

県の建設事務所に提出、６月１日に許可されています。これで間違いないでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 県の建設事務所ではなく、福島県の建築住宅センターに提出さ

せていただいておりまして、確認を受けたのは５月２５日でございます。５月２５日

に建築住宅センターで確認をいたしまして、それを送付して、建設事務所に到着した

日が６月１日でございますので、お間違えのないようにお願いしたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ただいまの訂正箇所についてはわかりました。 

   それで、建築確認申請を２回行っていることになりますけれども、それほどの大き

な変更は、どのようなふぐあいで発生したのか。これらについて、契約時点での議論

はなかったのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 
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建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   契約時点におきましては、まだ建築確認の協議中でございまして、どのような是正

項目が出てくるかわからない状況でございました。当然、是正項目につきましては、

建築基準法にのっとった形での指摘事項になりますから、それを把握するには、最終

的な確認通知が出てこないと全てがわからない状況でありましたので、ご理解を賜り

たいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 建築確認が出てこないと、その建物を建てることができないから、

その時点ではまだ計画を進めることができなかったという理解でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 当然、そのとおりでございます。確認申請がおりないと、工事

は着工できないということでございますので、よろしくお願いします。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） それが来た後に、このふぐあいといいますか、指摘があって、変

更に着手したということでよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 議員お見込みのとおりでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） この２つの建築確認申請書によりますと、建築面積では、計画・

環境設計では３,２４８.２７平方メートルでありまして、フォルム建築計画では

２,８７１.２８平方メートルへと、小さいほうへ変更となっております。同じく、高

さについても、１１.７メートルから９.８７メートルに変更されております。高さに

ついては屋根の形を変えたことによるものと思われますが。そのほかに、外部壁は鉄

筋コンクリートづくりから鉄骨づくり、あるいは屋根がはね出しありからはね出しな

し、そして後壁が斜めカーテンウオールから普通の垂直壁に変更されております。 

   このように大きく変更されておりますけれども、こうしたことになりますと、当然

いろんな面で、建物の内容といいますか、全く別な建物になるのではないかと私は考

えるわけでありますけれども、その辺はどうなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） まず、面積なのですが、議員が勘違いをなされているかと思う

んですが、当初面積につきましては２,７２３.２７平米でございます。多分、議員が

おっしゃられたのは、建築面積かと思います。変更後の面積につきましては

２,７８７.２１平米でございますので、逆に６３.９４平米、これは事務室が狭いと

いうことで若干増やした分になりますが、そのようなことでご理解を賜りたいと思い

ます。 
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   それで、変更の中身でございますけれども、基本的には基本設計をもとに再設計を

行っておりますので、大きく変わっているという認識はございません。建てる位置、

配置についても大きく変更しているという考えはございません。ただ、構造につきま

しては、先ほど申し上げましたとおり、是正項目によります指摘事項がございました

ので、適合判定を受けてしっかりとした建物にする必要があるだろうということで、

適合判定を受けられるような鉄骨の構造に変更するということでご理解を賜りたいと

思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） この確認申請を行うということは、建物の構造なり何なりが大き

く違ったから２回行う必要があるということではないのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 先ほども申し上げましたとおり、当然鉄骨を使った工法に変更

になっております。そうなると、適合判定という構造に係る判定の許可を受けなけれ

ばならないことになりますから、前の設計は適合判定を受けておりませんので、それ

については取り下げをして、新たな確認申請を行う必要があったということでご理解

を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうすると、それでもこれは同じ建物ということで扱われるんで

しょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 基本的には、基本設計をもとに設計をしておりますので、似た

ような建物であると私は認識しております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、同じ建物だという認識ということでありますが、

そもそも設計をいたしました計画・環境建築の図面でありますけれども、これらにつ

いては、いわゆる著作権は発生しないんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   著作権につきましては、基本設計と実施設計は別契約になってございます。今回の

変更につきましては、基本設計をもとに積み上げているということになりますから、

確かに実施設計、似てくるのは当然、基本設計が同じですから。ですけれども、その

辺については、著作権については発生しないということになってございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 全く別な建物ではないかというのが我々の見方ということになる
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と思います。そういう中で、町があくまでも同じ建物だという認識であることを確認

しておきたいと思います。 

   それから、１月の臨時議会では、杉丸太８５７本を約１１００万円ほどで町が購入

いたしまして、道の駅の建築に利用する計画がありました。これらの木材は、最初の

計画どおり使用されるのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   木材については、材料として購入をしてございますので、当然利用していくことに

なります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そもそも、最初の計画にあった利用の仕方ではないということで

すか。 

   今の答弁の中だと、私、再利用ということで発言が聞こえたんですけれども、再利

用ということは、別なところに使うのかという質問になったんですけれども、どうで

しょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 再利用とは申し上げておりません。 

   聞き取りにくくて申し訳ありませんでした。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、当然買い入れ先があったと思いますけれども、買

い入れ先との話し合いではきちんと了承が得られたのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） はい。材料として購入しておりますので、これについては、

２７年度末において、材料の８５７本の納品の確認はしてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） さっきの質問との関連にもなりますけれども、我々の認識では設

計が大きく変更されたと感じるわけでありますけれども、こうなりますと、当然請負

金額は変わるものと我々は考えるわけなのですが、今回についてはどのような考え方

なのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   先ほどから申し上げていますとおり、是正項目がございました。これにより、工事

費の増加が当然ございます。さらに、追加工事もございます。あと、それを吸収する

べく、構造、さらには使用部材の見直しも行っておりまして、その減少も勘案します

と、基本的には現契約の範囲内でおさまるものと考えているところでございます。 



 

‐54‐ 

 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうすると、変わらないということになるのかと思いますが、今

回のような変更におきましては５億円ぐらい下がるのではないだろうかというのがい

わゆる業界筋の見方ということで私は質問しておりますけれども、我々が考えまして

も、この請負金額はどうなのかと疑問が残るところであります。この請負金額、どの

ような形で妥当な金額だと判断をすればよろしいのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   冒頭に申し上げましたけれども、請負金額につきましては、福島県の積算基準に基

づいて積算をしてございます。さらには、工事の進捗によりまして、施工図に基づく

部材等の精査を今後行っていく必要があろうかと考えております。その上で、最終的

には精査をした金額になっていくものと判断をしております。そのような形でござい

ますので、５億円が妥当かどうかは、もう今度は主観的な話になってまいりますので、

我々としては県の基準に従ってきちんと積算を行っておりますのでそのようなことは

ないと考えておりますし、先ほど申し上げたとおり、ほぼ現議会でお認めいただいた

金額の範囲内で対処できるのではないかと、現時点では考えているところでございま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） ５億円にこだわれということではありませんけれども、どう見ま

しても、この金額、客観的な裏づけがないのではないかと思うんです。だとすれば、

最初の入札での金額との関係では、一体どういう形でこの金額が決まっていくんでし

ょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 裏づけといいますと、先ほどから申し上げておりますが、県の

基準単価に基づいて積算をしておりますので、それが裏づけになるのかと私は考えて

おりますが、それでご理解をいただきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 県の基準に沿って積算されるというのが答弁だと思います。それ

であれば、当然、最初から競争入札で決まる金額があまり意味をなさないものになる

のではないかというところがあるわけですけれども、競争入札で決まる金額と積算さ

れる金額とでのいわゆる客観的な部分は、どのような形で計算される金額と判断した

らいいのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 積算基準によって積み上げられた設計価格がございます。それ

に対して入札、予定価格を設定して業者が入札をすることで請負金額が定まってまい
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りますので、それについては、今度は売り手と買い手の問題ですから、それで合意が

できればその金額でという形になろうかと思います。そこに客観的な根拠と言われま

すと、そこは入札制度ですのでそれ以上はちょっと申し上げられないかなと考えます

けれども、それでご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 今回の道の駅建設で確認申請を新たに行ったことが先ほどから報

告になっておりますし、質問もしておりますけれども、これについて、競争入札にか

けて、それで請負金額を決めるべきではないかと我々は見ているんですけれども、こ

れに対してはどのような理解で我々は皆さん方の意見を受け止めたらよろしいのでし

ょうか。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   先ほどから申し上げていますが、工事請負契約約款の第４４条には、発注者の解除

件、そして同４７条につきましては、受注者の解除件が記載をされてございます。こ

れにつきまして、読んでいきますといずれの条項にも該当しておらず、当然契約の解

除とならないということになりますから、これは工事の変更で対応するということで

ございますので、議員お質しのとおりの新たに入札を行う必要はないものと考えてお

ります。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 最後に町長にお尋ねしたいと思うんですけれども、今回、私、道

の駅に関して最初にも申し上げましたとおり、早期な完成を望んでいる立場で質問し

ております。しかしながら、ここに来まして、余りにもわかりにくい計画が進められ

ております。この案件については、当初の計画どおりに進められれば、何の問題も発

生しないことであったのかなと思っております。しかも、全国にも誇れる道の駅がで

きたものと考えております。変更の報告がない中で、今回のような進め方は、法的に

は問題ないのかもしれませんけれども、町と議会の信頼関係を損なうようなことにも

つながりかねないと思っております。 

   このようなことは、町民が思うところの常識とは大きく乖離しているのではないか

と思うわけであります。行政がやるべきことにしては余りにも大きな疑問が残るので

はないか、そのようなことを最後に町長にお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、最後に私から答弁をさせていただきたいと思います。 

   まず、浅野議員からさまざまなご質問をいただいたわけでございますが、基本的に

は、入札の実施とか、あるいは設計者の変更、それから設計の変更等々さまざまな流

れはあったわけでございますが、これも議員も先ほどにもおっしゃいましたように、

行政手続として、そして法的にも、適正、公正な形で基本的には実施できてきたかな
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と思っております。 

   ただ、議員おっしゃいますように、確かに議会との関係でありますか、若干その説

明が遅きに失した部分もございます。今後は、適時適切に説明をぜひ行ってまいりた

いと考えておりますし、特に私は、今後やはりソフト面でいろいろと、いわゆる運営

面でどうするんだという議論を今、町民の皆様方からお届けいただいておりますので、

先ほど質問がありましたように、観光の拠点にすべきではないか、あとこれからまだ

いろいろ質問がありますけれども、そういったソフト面についてさまざまな今後は課

題が出てくるかなと思っております。それらについては、特に適時適切に十分ご説明

をしてまいりたいと考えております。 

   あわせまして、これまで、確かに施設の概要等々につきまして、私も実は３回ほど、

町民懇談会をはじめ、いろいろご説明をさせていただきました。それで、施設の規模、

各施設の内容、それから機能等々を十分十分説明してきたつもりでございます。 

   それで、今回いろいろ変更がありましたけれども、基本的なベースは全く変わって

おりません。規模の問題、それから各施設のさまざまな部分、そして機能も全く私は

変わっていないと強く認識をしておりますので、今後、町民の皆様方にも、ぜひソフ

ト面で今後どういう道の駅にしていくんだと、６次化の話もございました。そういっ

た面を十分連携しながら対応していくことが非常に今後の大切な課題なのかなと、私

自身強く認識をいたしておるところでございます。 

   いずれにいたしましても、浅野議員がおっしゃいますように、早期な完成というお

話もございましたので、十分、今後、議会や町民の皆様と連携を図りながら、そして

復興のシンボルとして、町の中核の施設として、さらには東北最大の、まさに奥州街

道ど真ん中の施設にすべく、鋭意今後対応してまいりたいと考えておりますので、今

後ともよろしくご支援のほどお願い申し上げたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 今後、こうした疑問の湧くような行政の進め方を改めてもらうこ

とを申し上げまして、私の質問を終わります。 

議長（東海林一樹君） 次に、７番渡辺勝弘君。 

（７番渡辺勝弘君 登壇） 

７番（渡辺勝弘君） 平成２８年第３回定例会にあたり、さきに通告しておりました質問

についてお尋ねしたいと思います。 

   内容は、平成１８年９月に有害鳥獣対策について一般質問をさせていただきました

が、その後の対策と今後の取り組みについてお尋ねいたします。 

   今年度は全国的に、有害鳥獣、特に熊の目撃情報が多発しており、被害も農作物だ

けではなく、人的な被害も増加しているのではないかと思われます。そこで、その要

因はどこにあるのか、お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） ７番渡辺勝弘議員のご質問にお答えをいたします。 
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   鳥獣被害が増加している要因とのことでございますが、何点か要因がございますけ

れども、まず１点目といたしまして、地球の温暖化等、環境の変化によりまして鳥獣

の生息分布域が拡大をしていること。それと、２点目につきましては、農村の高齢化

や過疎化に伴いまして、耕作放棄地の増加という部分での要因もございます。３点目

といたしまして、狩猟者の減少によります捕獲圧の低下。そして、４点目には、これ

は福島県と近隣県の特有の要因ではございますが、東京電力福島第１原子力発電所の

事故に伴いまして、避難１２市町村と近隣の鳥獣生息域で捕獲ができない状況が続い

ているということがございます。これらの要因が複合的に関係しまして、鳥獣被害深

刻化の要因となっていると考えられるということでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今の課長のお話のように、やはり今までも被害及び熊の目撃情報は

たくさんあったと思いますけれども、ことしほど、いろんなマスコミでも出ておりま

すけれども、人里まで出ていると、人の目に見えるところまで、特に熊が出現してい

るというのは、今、課長の説明にもありました震災後、放射能の問題により捕獲数の

圧力減少、先ほど言ったように捕獲する方の高齢化も係っている部分と、森林環境、

里山の変化、あるいは中山間地域の社会の変化と、つまり人間社会が勝手に動いてい

ることにより、熊などの有害鳥獣が増加していくことになってきたのだと思いますけ

れども、それについてはそう思われるかどうか、もう一度お尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   先ほど答弁させていただいたとおりでございますけれども、議員お質しのように、

そのような要因が複合的に関係しまして、今、鳥獣被害が増加しているものであると

考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そうしますと、私も課長と同じような考えでいましたので、やはり

その辺かなと思っておりました。 

   そこで、先ほども出ております捕獲隊による、それは後でもお願いという部分にあ

るとは思うんですけれども、捕獲隊による捕獲活動は今後も十分に続けていきたいと

いうことを前提に持ちまして、やはり今後も、人里を餌場として認識させないように

するためには、熊が来ないようにするという部分も考えれば町民としてとるべき行動

があるんではないかと思いますけれども、その辺についてのお尋ねをいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   鳥獣被害を増やさないために、そしてまた鳥獣被害からの安全安心を担保していく

ために町民の皆さんがとるべき行動ということでございまして、餌場に限らず、鳥獣

被害対策全般的な事項でお答え申し上げたいと思います。まず第１点目に、さまざま
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な機会を捉えまして鳥獣の生態を理解していただくことが必要かと思います。そして、

その上で、第２点目としまして、鳥獣のすみかに入るような場合は複数での行動をし

ていただく、そして音の出るものを持参すること、そしてまた、農地であれば侵入防

止策や電気柵の設置、それから追い払い用の花火を使用するなど自己防衛に努めてい

ただくことでございます。それと、３点目につきましては、鳥獣のすみかとなる耕作

放棄地の解消、そして餌となるようなものを放置しないということ。４点目は、必要

に応じましてわな免許等の狩猟免許を積極的に取得していただいて、個体数を減らし、

保護鳥獣とともに共生できる環境を生み出していくことなども必要なのではないかと

考えてございます。 

   鳥獣被害につきましては、農作物に限らず、全国的には人的被害も発生してござい

ますので、安全安心を担保するためには、町民の皆さん一人一人が共通の課題として

認識していただきまして対応していただく必要があるのかなと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、課長の説明によりますと、やはり餌場を作らないようにする、

町民がそれに対してある程度の考えを持っていくべきだということは、今の中で十分

事例がありましたので、それは大変考えなくてはいけない部分であると思います。 

   そこで、そこら辺に対する対抗策、今はあくまでも自分たちがやるべきことなので

すけれども、対抗策として餌場を作らないことも考えた上で、やはり耕作放棄地を作

らないことも大切だと思われますけれども、それに対して町としての具体的な方策が

あるのか、お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   鳥獣被害の対策となります耕作放棄地の解消に関するお質しでございますが、現実

的に鳥獣被害によりまして耕作放棄地となって、そこが鳥獣のすみかになるという悪

循環も発生していることも事実でございます。そういうような中で、耕作放棄地の解

消についてでございますけれども、農業委員会の農地パトロールに基づく農地中間管

理機構への仲介制度もございます。それと、耕作放棄地解消のために、県と町で補助

制度も実施をしてございます。一反歩当たり県補助が５万円、プラス町単独で３万円

という事業でございますが、そういう事業とか、中山間地域等直接支払制度、これも

鳥獣被害対策を目的としている事業でもございますので、そういう制度を活用しまし

て、農地所有者、地域の皆さんのご理解とご協力を得ながら、鳥獣被害対策のための

耕作放棄地の解消に対応してまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、耕作放棄地をすぐに変えること、あるいはそれを作らないよう

にするのは大変難しいものだと思っております。しかし、やはりそのように耕作放棄

地を作らない方策としての制度がたくさんあるのであれば、その制度を十二分に使っ
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ていただき、やはり一つでも少なく、放棄地を作らないようにしていただければと思

います。 

   次の質問に移らせていただきます。 

   鳥獣被害対策といたしまして、私も見させていただきましたが、小坂地区におきま

しては、泉田地区から内谷東地区まで、約６.５キロメートルで、資材予算が

６５０万円のすばらしいワイヤーメッシュ柵が設置されておりました。結局、小坂地

区においてはそのような形でなっていますけれども、今後、やはり鳥獣は、歩くとい

うか、どんどん広がっていきますので、ほかの地区での設置要望についてはどのよう

になっているかお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   まず、昨年度実施いたしました小坂地区におきましては、追加の事業分も含めまし

て、全長８キロ、資材費約８００万円で、主としてイノシシを対象としました侵入防

止柵を設置してございます。それで、残りの小坂地区、内谷東地区の１.４キロ分に

つきましては、今年度の事業として予定しているところでございます。 

   そのほかの地域の要望状況でございますが、昨年１１月に山崎、石母田、山根、貝

田、光明寺、それぞれの地区におきまして説明会を開催してございます。それで、

１２月には山崎地区及び石母田地区の関係６町内会長、それと１区長さんの連名で、

１月には大木戸地区の関係３町内会長から、侵入防止柵の設置を含めた野生鳥獣被害

防止対策に係る総合的な施策の実施と予算の確保に係る要望書の提出が町にあったと

ころでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 先ほども申しましたけれども、私は小坂地区の皆さんが作られた柵

は本当に、素人という言葉は悪いですけれども、素人の方が作ったのではなく、本当

に侵入経路をしっかりと押さえて、その部分で設置活動がすばらしいものができてい

るなと。そして、先ほど申したように、８キロという長い距離間を作ったことに関し

ましては、やはり地域の皆さんの設置活動がすばらしいことだなと改めて思っておる

ことであります。 

   しかしながら、今回、先ほど課長が言いましたように、山崎地区、それから山根、

光明寺、石母田、大木戸地区まで設置の要望が実施になっているということでありま

すけれども、残念ながら、全ての地区と考えれば、やはり設置をしたいけれどもでき

ない状況、あるいは地域間で多少違っているんではないかなと、そしてその地域の人

たちが一体となってできるような方策があるのか、その辺についての答弁をお願いし

たいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   鳥獣被害につきましては、農業関係者のみならず、人的被害もございますので、地
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域全体を通して、あるいは町全体としての問題であることを町民一人一人の方が認識

をしていただくことが大切ではないのかなと考えてございます。そのためには、侵入

防止柵設置にあたっては、当然、説明会なども丁寧に開催をさせていただいてござい

ますし、そのほか鳥獣被害対策の集落座談会、そして鳥獣被害対策の講習会等も町の

主催で実施をしてございますので、そういうようなさまざまな機会を捉えて、実際、

鳥獣被害対策に対する意識の啓発を実施していく必要があるのかなと考えているとこ

ろでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） やはり皆さんで、地区だけの問題ではなく、やはり地域ですね、小

坂地区だけではなく、全体的な問題として意識向上を考えなければならないと思いま

すけれども、今後の対応をお願い申し上げます。 

   次に、私が平成１８年度に質問して、そのときも答弁をいただきまして、約

８７０万円の被害があったということでありましたけれども、平成２７年度におきま

しては６７８万円と減少しているということは、今までの取り組み方の対策がうまく

いっていたという判断をしてよろしいでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   直近の過去３年間の被害額につきましては、町に報告があった分でございますけれ

ども、平成２５年度が５０８万７０００円、平成２６年度が６７８万４０００円、平

成２７年度が６２２万１０００円となっており、ほぼ横ばいという状況でございます。 

   それで、議員ご指摘のとおり、１０年前の平成１８年度と比較しますと、３０％前

後被害額は減っており、この間の各種対策の一定の効果はあったのかなと認識してご

ざいます。 

   一方では、被害の中身を見てみますと、１０年前は熊やカラスの被害が主でしたが、

現在は被害額の８０％程度がイノシシになってございまして、当然その対策も変えて

いかなければならない状況となってございます。町といたしましては、被害をできる

だけゼロに近づけられるよう、今後とも、地区住民の皆様をはじめ、関係機関、団体

等と連携を図りながら対応してまいりたいと考えてございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そのように、有害鳥獣の生態といいますか、やはり熊からイノシシ

に変わったと。その辺もありまして、金額が全てだとは思いませんけれども、現時点

で最高の侵入防止柵と考えれば、今作ろう、予算化をしてやっていこうとするものが、

今の現時点では一番の対抗策だと思われるのであれば、今後も早急に設置できるよう

に地域の連携を図っていただきたいと思っております。 

   では、次の質問に移ります。 

   有害鳥獣問題は、先ほども申しましたとおり、やはり全町民の問題と考えるべきで
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はないかなと思っております。特に、先ほどから問題を言っております、特に危険な

熊の出没、発見の情報は、一番最初の時期は地区内だけの広報でありましたけれども、

これはもう国見町全体でその情報に関して過敏であるべきだし、その危険に対して考

えるべきではないかと思い、町外に対しても広報を出すべきではないかなと思います

けれども、それについてお尋ねいたします。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   今年度に入りまして、全国的に、熊による人的被害や市街地での目撃情報など、報

道が多数見受けられているところでございます。 

   当町におきましても、５月９日には太田川町内会で、６月４日には泉田上町内会に

て熊の目撃情報がございました。その目撃情報によれば、いずれの場合も山手に走り

去ったという情報でございましたので、緊急的に注意喚起を促すために、小坂地区向

けの防災行政無線にて情報発信をしたところでございます。 

   そして、また、去る６月１８日には、桑折町の阿武隈川伊達崎橋の東側にて子熊の

目撃情報があったということで新聞報道がされました。桑折警察署に確認をしました

ところ、目撃後の足取りが不明である。そして、捕獲はできていない。それと、体長

が５０センチ程度の子熊でございまして、親熊とともに行動している可能性が高い。

それで、河川を通じて移動するということになりますと、近隣の森江野地区のみなら

ず、全町的に影響が考えられるということから判断しまして、防災行政無線を利用し

まして、全町を対象として注意喚起を行ったということでございます。 

   それで、議員お質しの全町的な防災無線による広報については、緊急的な対応をお

願いするのが主たる目的でございますので、その目撃情報の内容によって地区を限定

するか否かの判断をすべきものではないかと考えてございます。例えば、明らかに市

街地というか、町場に向かったとか、重大な被害が広域的に発生、または発生するお

それがある場合などは全町的な対応が必要と考えますし、それぞれの状況を踏まえな

がら、住民の皆様の安全安心を確保できるように適切な情報伝達に努めてまいりたい

と考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 今、課長の答弁にありましたように、情報をいただきましてありが

とうございます。小坂地区での子熊と成年熊だったということで、成年熊は１匹の行

動ではありませんので、その後ろには１頭、２頭ではなく相当数の熊が存在するとい

う考えをして、やはり報告をするべきだと思っております。 

   それに、子どもたちの通学路であった点から、子どもたちがその現場に会わなかっ

たから、たまたまよかったと。たまたまそうなっているということがよかったかもし

れませんけれども、やはり大人が見てそれを啓蒙するのは必然的なことでありますけ

れども、今後、子どもを含め、お父さんお母さんたちがどのように対策をとるべきな

んだと、どのようなことをやるんだといったときに、再度そのような目撃情報があっ
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た場合に今後はどうしていく考えか、お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 

産業振興課長（佐藤克成君） お答えをいたします。 

   再度、熊の目撃情報があった場合の対応ということで、特に子どもさんたちの通学

路等でということでございますが、その目撃情報の緊急性等に応じても変わってくる

のかとは思いますが、その対応としましては、今回もそれぞれ対応してございますけ

れども、防災行政無線による注意喚起、それから県、警察署、鳥獣被害対策実施隊、

消防団、地元町内会の皆様への通報とか連絡、それと今回も小中学校にお願いをしま

して、携帯メール等での注意喚起もしてございます。また、実施隊、あるいは職員が

出て追い払いの花火等も実施してございます。さらに人的被害が出るおそれが大きい

と想定される場合につきましては、警察署や消防団、実施隊によります捕獲などの緊

急的な対応も考慮に入れなければならないのかなと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 熊なんかは動物園で飼っている、人間になれているのが当たり前だ

と思って、熊を見て子どもたちが逆にかわいいなというイメージでついていく、呼ん

でしまうとかいうこともあり得ると思います。動物園で飼われている動物ではなく、

野生動物は凶暴であると。そして、特に熊というのは、先ほども、１匹だけではなく

て群れをなしている熊がたくさんいるということを子どもたちも認識させなければな

らないと思っております。その上で、熊を興奮させないことが必要ですけれども、先

ほど申しました子供たちで遭遇した場合に、その対応ができるのか。そして、地域の

皆さんと協力が不可欠であることは、十二分に理解しております。 

   その上で、今までは山に入るときには鈴を持って入りなさいということで、先ほど

課長からも音を立てて入山するんだというのがありましたけれども、きのう消防職員

の方に聞いたら、今は熊の生態が変わり、鈴を鳴らすことによって、その鈴を目指し

てついてくると。つまり、鈴を鳴らすことによって、熊がそれは、食べ物とは言いま

せんけれども、人間のものという認識に変わっているんだと。そして、その実験とし

て、ツキノワグマなのですけれども、ドングリ、蜂蜜、その上に鶏の肉を置いたそう

です。その結果、一番先に食べたのが鶏肉だそうです。つまり、熊は蜂蜜やドングリ

ではなく、人間のものを食べる。そういう血を流すものを食べてしまうぐらいの凶暴

性があり、あるいはそれがもう主食に変わりつつあるということが現実にマスコミの

中で出ていることなのです。 

   そのようになれば、どれが正解だと、今まで自分たちが子どもたちに教えてきたこ

と、あるいは自分たちがやってきたことが正解であると言えなくなっているのではな

いかと思っております。情報を正確に聞いて、それが本当にいいのか悪いのか、そし

てそれが対抗できる施策なのかを考えれば、もうちょっと考えるべきだとは思うんで

すけれども、その情報はもらうことができるのか、お尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 産業振興課長。 
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産業振興課長（佐藤克成君） 野生鳥獣等の生態等の正確な情報についてでございますけ

れども、町では昨日、県で作成をしました「熊に注意」というチラシの回覧はさせて

いただきました。それにも記載されてございますけれども、それと今までの調査研究

から、基本的に熊は警戒心が強い。それで、興奮させない限り、人を襲うことはない

んだということでございます。しかし、議員ご指摘のとおり、最近はさまざまな要因

によりまして熊の生息圏域と人の生活圏が近くなってきまして、その警戒心が薄れて

きているとも言われてございます。そして、学習能力も非常に高いとなってございま

して、鈴や何かにも反応しなくなることもあるとも言われているのは事実でございま

す。 

   その中でどう対応していくかでございますけれども、基本的には、鈴をつけている

から絶対に大丈夫なんだという安心感ではなくて、さらに二重、三重の予防対策をと

る。例えば、複数で行動するとか、自らそういう危険なところには行かないというよ

うな自己防衛的な部分も必要ではないのかと考えておるところでございます。 

   それで、先ほど申し上げました鶏の肉を真っ先に食べるとか、そういう部分の情報

については、県からそういう例も含めて聞いてございませんので、もしそういう情報

があれば、町民の皆様はじめ、回覧、各戸配布等周知はさせていただきたいと考えて

ございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） そのように、被害が出てから対応するんではなく、今、鳥獣に対し

ていろんな情報があったら、その情報をもとにして国見町独自の対応策を考えるべき

ではないかと思っておりますので、よろしくお願いしたいと。 

   そこで、提案なのですけれども、今、思っているように、夕方、あるいは夜の見え

ない時間帯に熊の発見があったということがありましたけれども、やはり生態が変わ

ってきており、日中でも熊が人里に出て、テレビのマスコミ等によっては、テレビカ

メラにしっかりと映る時間帯にも出てくるようになっております。やはり子どもたち

の安心安全を確認するために、先ほどから何回も言っておりますけれども、町全体で

考えるべき対策協議会を設立して協議するべきではないかと思っております。子ども

たちの安心安全を含め、今回の小坂地区において鳥獣対策防止柵を設置してできてお

りますけれども、この防止柵が１０年以上の耐久設計であると聞いてはおりますけれ

ども、状況によっては、今後１０年もたないままに設置をもう一度しなくてはならな

い状況が必ずやってまいります。 

   そして、そうなれば、次回においては、単純に１０年後となれば、設置可能という

のが不可能になるんではないかなと。そして、あわせて、先ほどの捕獲隊も含めて、

設置をこれからしようとする方々も高齢化の波が押し寄せております。つけたい、や

ってもらいたいというところで、やはり全て行政にやっていただきたいというのが本

音だとは思うんですけれども、小坂地区の方々がやっているとなれば、地域の皆さん

みんなでやることを考えなくてはいけないと思っております。この後、ほかの地区で
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の柵の設置も含め、照準に対する正しい対応策を講じて、全町民の早急な設置活動を

して、みんなでやるものを考えるべきではないかと思いますけれども、その点につい

てお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） それでは、私からお答えを申し上げさせていただきたいと思います。 

   鳥獣被害ですね、今、いろいろご質問ありましたように、非常に広範に、そしてい

ろいろな問題を醸し出しておるなと改めて、今つくづく感じたところでございます。 

   ただ、ベースはやはり作物への被害対策ですね。まず鳥獣被害対策ですから、それ

がベースになるんだろうなと思いますけれども、さらにこの問題については、いかに

町民全体の問題にレベルアップでき得るかということが当然私は大切だなと思います

し、さらにはやはり安全安心の問題だろうと思うんですね。いかに、子どもを含めた

安全安心を担保するのかということが非常に重要な課題になっておるなと意識をして

おります。 

   先ほど来話がありましたように、熊とか猿とかイノシシの個体数も、大震災からか

なりの増加にあるんですね。特に、熊の問題は、最近非常に大きな問題で、阿武隈川

にも出たとか、さまざまな大きな問題を醸し出している。これにどのように対応する

か、チャレンジするかということが私は非常に重要な課題なのかなと思っております。 

   特に、議員ご提案のように、ポイントはまず子どもさんたちの問題がやっぱり非常

に私は重要だと思います。子どもさんたちの安全安心をどういった形で確保できるん

だと。小学生、中学生、特に、あと幼稚園も当然でありますけれども、そういった安

全安心にどう対応できるかということを強く強く意識を持つ必要性があるんではない

のかなと思っております。 

   それで、今、議員提案のように、当然耕作者は必要だと思うんですね。それから、

県の関係とか、あるいは警察消防とか、町内会とか、あと学校関係とか、そういった

形でのいわゆるネットワーク作り、連絡協議会というんですか、やはり何かの形で安

全安心の問題が対応できますよと。あとは、町全体で、町民が鳥獣被害に対して、何

かあったときに町内会全体で支援しようではないかとか、そういう中での協議ができ

るような組織体をどう作るかというあたりが、今聞いておりまして非常に重要なポイ

ントかなと思いましたので、いわゆる協議会的な部分をどうしていくのかが本当に重

要な課題かなと思っています。 

   冒頭に申し上げましたように、つまり鳥獣被害というのは単なる個体被害ではなく

て、もうちょっと広がりのある、町民全体での対応、そして安全安心の対応という観

点からどうしていくんだということを改めて強く認識をしながら、そういった組織体

の中で十分検討して町全体で考えていくということを、これは対応していく必要性が

あるかなと思っております。そういう観点から、今後さまざまな関係者と協議をしな

がら、農業委員会もありますし、あるいは再生協議会も今協議母体でやっていますの

で、そういった方々と十分協議をしながら、なるべく早い機会に連絡協議会的な部分

を設置できるように私たちは対応してまいりたいと考えております。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 町長から、すばらしい、力強いお言葉をいただき、設置に向かって

いくんだなと感じておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

   しかし、私も常に思っておりますけれども、協議会を設置することが目的ではなく、

それを設置した後にすばらしい活動ができるように、そして私たちが今生きている中

で、これから１０年先、２０年先もその対応策で町民が一緒になっていけるような、

すばらしい、そして決して子どもたちに危険が及ばない、安心して生活できるために

もお願い申し上げて、質問を終わらせていただきます。 

 ◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 午後２時３０分まで休議いたします。 

（午後２時２１分） 

 ◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午後２時３０分） 

 ◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 一般質問の最後になります。 

   ６番村上正勝君。 

（６番村上正勝君 登壇） 

６番（村上正勝君） では、通告書に従って一般質問を行います。 

   最初に、道の駅の管理・運営について。 

   道の駅の開業については、全町民が大きな期待を持っています。これは、先ほど町

長が答弁されたとおり、道の駅を国見で作ってもらいたいと１５年間歴代町長から受

け継いでいると思うんですが、今、国道沿いの道の駅は東北一と、面積、そして国道

の拡幅、そして県道の拡幅、これは力がなければなかなか道の駅のところの周辺開発

はできないなと思っておりますが、これも一緒にやってきております。私からすれば

工事が大変おくれておりますが、まず当初の予定どおり２９年３月に開業できるかど

うか質問いたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   まず、道の駅事業の進捗についてご心配をいただきまして、ありがとうございます。

これまでも繰り返しご説明をしておりますとおり、国交省と農水省からそれぞれ交付

金をいただいて進めている事業でもございます。交付要綱等の要件を満たすためにも、

来春の開業を目指して、ハード、ソフト両面の整備を進めております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 
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６番（村上正勝君） いろんな問題があると思うんですが、今までのおくれに対しては、

どんなことがあってもとにかく一日でも早く開業してもらいたいとみんなが思ってい

る中で工事がストップしておりましたが、これは販売額に相当なおくれが直接響いて

くるわけですから、この点に関して、まず工事の面では急ピッチで工事が進められて

いるのかどうか質問します。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） お答えいたします。 

   工事につきましては、議員も多分ごらんになっているかと思いますが、現在、杭の

工事を、多分きょうで全て杭が打ち終わる予定となってございます。これに伴いまし

て、次、根切りを行いまして、基礎工事に入ります。現在の予定でいきますと、お盆

明けには鉄骨工事に入れる予定となっておりまして、９月議会中ぐらいには屋根に着

工できるのかなと考えております。２月末の竣工に向けて、現在のところはマスター

工程としては順調に進んでいるとご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 

６番（村上正勝君） 今、建設課長の答弁では、順調に進んでいると。これは、順調に進

んでいても、これからの天候のぐあいなどでおくれる場合もあると思うので、その点

は業者の人にも、突貫工事でもとにかく３月に間に合うように工事日程を進めるよう

お願いをしたいと思います。これは、１日でもおくれれば、やはりそれだけ損失をこ

うむるんだという考えのもとに行ってもらいたいと思います。 

   次に、道の駅の経営について、採算性はどのように計画しているのかを質問いたし

ます。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   ご質問への答弁内容につきましては、４月２０日に議会と町職員を対象にして開催

をいたしました道の駅説明会でのご説明内容と重複をいたしますが、ご了承いただき

たいと思います。 

   まず、道の駅「国見」の収支計画は、直売、インフォメーション、レストラン、フ

ァストフード、宿泊とバンケット、コンビニエンスストア、子育て支援の７つの部門

ごとに収支予測をし、道の駅全体で黒字を目指すこととしております。 

   説明会でお示しをしたシミュレーションの数字が現時点での目標数値ともなります

が、開業後の運営管理、収支バランスに万全を期すよう、既に着手をしている業務も

ございます。開業を目指した広報、営業、各施設のオペレーション等の戦略を練り上

げることとしております。 

   以上、答弁といたします。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 

６番（村上正勝君） 計画どおりになるべく進むように、私より、皆さんが思っているの

は、道の駅の販売金額を伸ばすにはなかなか大変だろうというのが一般的な考えであ
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ります。そういう中で、農協あたりの直売は何の特別支援もないんですが、これは町

が直接かかわる道の駅だと。そういう関係で、私からすれば、よその道の駅より、国

の政策のふるさと納税を最大限に活かして、町のため、生産者のため、そして納税者

に喜ばれる道の駅のプラスになるような施策を考えているか、質問します。農協でも

何でもやっている中で、なかなか直売だけで販売を伸ばすというのは大変だと思うん

ですが、今、湯川村だの、広野町は相当なお返しをして、４億円ぐらいのふるさと納

税があると。実際、国見では２６００万円ぐらいの納税でありますので、逆からすれ

ば、これがやり方によっては相当伸びるなと。そういう中で、やはり町を左右するぐ

らいの道の駅でありますので、これを最大限に活かして、道の駅の販売を伸ばすよう

な、そして経営が安定するような、そういう仕組みを作られるかどうか質問します。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） お答えをいたします。 

   道の駅の販売額を伸ばすために、ふるさと納税制度の活用についてのお質しかと思

いますけれども、ふるさと納税制度の拡充の取り組みにつきましては、きのうの町長

の行政報告のとおりでございます。再度、説明をさせていただきたいと思います。 

   まず、本年の４月からでございますが、ふるさと納税に関わりますお返しの金額の

割合を大きく変更したところでございます。寄附額が１万円以上の方に対しては、今

まで３,０００円だったものを５,０００円としてございます。さらに、寄附額が５万

円以上の方には、５,０００円だったものを２万円に、寄附額が１０万円以上の方に

は、１万円だったものを３万円というふうに増額をしているところでございます。 

   次に、特産品の種類等でございますけれども、前年度までは季節ごとの農産物、い

わゆるサクランボ、モモ、リンゴ、あんぽ柿等について、農協の営農センター、ある

いは農産物の直売所、さらには一部個人の農家の皆様から購入させていただきまして、

寄附された方にお返しをしてございました。この４月からは、特産品となり得る商品

を扱っている商店の皆さん、それからまちづくり会社で取り扱いをします出荷組合の

皆さんの農産物、さらに農協の営農センターで扱う国見産の農産物など、対象となる

特産品、あるいは協力をいただきます納品者の皆様方の拡充を図っているところでご

ざいます。 

   さらに、お返しする特産品をセットにするなど工夫を凝らしながらやっているとこ

ろでございまして、農産物のモモに限りましては、品種ごとに寄附を受け付けている

という状況もございます。さらに、インターネットサイトからの申し込みを可能にし

ながら、寄附の申し込みと特産品の注文ができるようにしてございます。寄附の納入

方法につきましても、インターネット上からのクレジット決済も可能としているとこ

ろでございまして、国見町の特産品に付加価値をつけて、魅力ある納税制度となるよ

うに拡充を図ったところでございます。 

   このことによりまして、特産品を出品する皆さんには小売の販売額でお手許に代金

が入るということ、それからまちづくり会社には取扱手数料の１０％が入るというこ

とになってございます。生産者、出品者、そして道の駅を運営するまちづくり会社に
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とってもプラスとなるように配慮をさせていただいたところでございます。 

   今後とも、道の駅に出品される特産品の増加に伴いまして、お返しする内容を検討

するなど、国見町の魅力のＰＲと地域の活性化につながるようなふるさと納税制度と

してまいりたいと考えているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 

６番（村上正勝君） 今の説明を受けた中で大体わかりますが、とにかく道の駅の販売を

どうやって伸ばすかは、いろんなところでモデルがあると思うので、そういうのを最

大限に活かして、そしてやっぱりあれぐらいの道の駅を作ったことによって周辺が随

分活性化されたというか、前はあの辺の農地が荒れ放題だったんですね。ところが、

道の駅に将来出荷するためなのかどうかはまだわからないんですが、野菜など、あの

辺が一変するぐらい周辺が手入れされて、農業面からいろんなことで活力が出てきて

おります。 

   そういう点で、町でもやはり、このことをプラスにして、いろんな面で道の駅を最

大限に活かして、そして町民がこれはよかったと。そして、まずは何を言っても採算

性を合わさなければ私はだめだと思うので、それは職員の人も、もちろん道の駅関係

の人もですが、あらゆる層が、どんなことがあっても国見の道の駅を成功させるとい

う考えで町としては取り組んでもらいたいと思うんですが、もしも別な考えがあれば、

お答えいただきたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） お答えを申し上げます。 

   当然、今整備している道の駅「国見」につきましては、まさに復興のシンボル、そ

れから町の活性化の中核の施設ということで、当然整備しております。先ほど来私が

申し上げておりますように、今後の重要な課題は、経営、運営だと思っています。こ

れはまさに結いの精神で、みんなで出してみんなで買う、そういう町民のまずベース

作りをしっかりするということがまず私はベースだと思っております。 

   それと同時に、２万台の車が行き来しています。そういったものをどう包含できる

のか。そして、また、最近は道の駅のマニアの方がいっぱいいらっしゃいますよね。

ですから、そういった方々をどう取り込むか。さらには、近隣市町村、それから関係

自治体、首都圏等々さまざまなジャンルがありますので、そういったものをどのよう

に取り込みながら、どのように経営に結びつけていくのか。 

   まさに、ハードが今進んでおりますので、ソフト面でどのようにするかが今後の重

要な課題と認識をいたしておりまして、当然、今、議員お質しのように、しっかりと

経営面で対応していって、いかにこの道の駅を、奥州街道ど真ん中、すばらしい施設

にするかが非常に私は重要だなと思っておりますので、この辺については十分今後意

を配しながら、議会とも相談しながら、町民の皆様方とも相談しながら、しっかりと

この問題については対応してまいりたいなと、議員の質問に改めて感じたところでご

ざいます。 
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   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 

６番（村上正勝君） 今の町長の答弁で安心しましたが、この道の駅は、私、何回も言う

ようですが、町を左右するぐらいの事業であります。これを最大限に活かして町の

ＰＲをすることもできると。そういう点では、よその道の駅と違って、宿泊施設、い

ろんな国見の魅力を発信し、そして国見に住みたいと思ってもらえるよう努力し、ま

た定期的に道の駅でもイベントなどを行い、国見の情報発信基地となるような計画が

あるかどうか質問します。 

議長（東海林一樹君） 町長。 

町長（太田久雄君） まさに、私は、道の駅そのものが情報発信の基地であろうと思って

おります。例えば、施設の中には道路情報コーナーができます。道路の全ての情報が、

あそこで全て、瞬時のうちにわかります。そういった、まさに道路情報の拠点にまず

なります。 

   それから、当然、農産物の直売所、レストラン、カフェ、それから何ができますの

で、とにかく食文化、いろいろな、国見町や、あるいは周辺の食文化の情報の発信の

基地に当然なります。 

   さらには、子育て支援施設、そういったものもできますので、ママさんなどのネッ

トワークの情報の拠点にもなります。 

   さらには、歴史・観光情報コーナーも作りますので、国見町の歴史、先ほど松浦和

子議員からも質問がありましたように、まさに観光情報の拠点の施設にも私はなるか

なと思っておりまして、道の駅そのものがまさに情報の拠点になっていくものとまず

認識しておりますので、それをいかに、外に外にどう出していくのかということが非

常に重要な今後の課題かなと認識をいたしております。 

   それと同時に、やはり今、質問の中にもありましたように、今、ちょっと私の構想

の中にありますけれども、週一・月一のイベントをどうするか。それと、情報発信の

チラシをどうするか。あるいは、各種報道機関との連携をどのようにするか等々、結

構いろいろなジャンルがございますので、そういったものを縦横無尽に駆逐しながら、

いかに情報の拠点にしていくかが非常に私は大切なことなのかなと思っております。 

   さらには、現在、くにみしゅらんとか、首都圏からのツアーも来ていますので、そ

ういった方との連携。先ほど言いましたように、ふるさと納税との連携なんかもとれ

ますから、そういった連携をどうするのか。あとは、平泉町、池田町、ニセコ町との

連携をとっていますので、そういった方々との情報を共有して、どう情報発信をお互

いにし合えるか。例えば、ニセコ町のものを国見町に置きましょうと。では、国見町

のモモも置いてくださいよと。連携をとりながら、お互いに情報をそこで発信できる。

そういった施設にも当然なっていきますので、そういったことも含めて、やはり縦横

無尽にでき得るものを今リストアップしていますから、まちづくり交流課でリストア

ップいたしておりますので、そういったものを十分リストアップして、そこにどうチ

ャレンジしていくかが必要なのかなと思いますね。 
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   さらには、先ほど観光のところで答弁しましたように、観光バスの関係とか、エー

ジェントさんとどう連携するのかとか、さまざまなジャンルがございますので、そう

いったものを包括的にしっかりと対応することによって、ソフト面で、しかもそれは

経営にも通じますので、しっかりとその辺は対応していければなと思っております。 

   いずれにいたしましても、とにかく復興のシンボルとして、それから町の中核の施

設として、鋭意、今後、建設推進、経営の安定化の意識を持ちながらしっかりと対応

してまいりたいと考えております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 村上正勝君。 

６番（村上正勝君） ただいまの答弁で出ているわけですが、経営はなかなか思うどおり

にいかないこともあるので、これは町、議会一体となって、道の駅を成功させるため

に、今後も皆さんと一緒に努力していかなければならないと私は思っております。 

   以上のことを質問して、私の質問を終わりたいと思います。 

議長（東海林一樹君） これで、一般質問を終わります。 

 ◇          ◇          ◇ 

◇散会の宣告 

議長（東海林一樹君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

   午後３時より委員会室で広報常任委員会を行います。 

   あすは、午前１０時より委員会室で議案調査会を開催いたしますので、ご参集願い

ます。 

   これで本日の会議を閉じます。 

   皆様、長時間にわたりご苦労さまでした。 

（午後２時５１分） 
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◇開議の宣告 

議長（東海林一樹君） おはようございます。 

   ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

◇          ◇          ◇ 

議長（東海林一樹君） 本日の議事日程は、あらかじめお手許に配付したとおりでありま

す。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第４号 継続費の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第１、報告第４号「継続費の報告について」の件を議題とい

たします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 報告第４号、継続費の報告についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本件は議決予算の執行状況につき、報告のみにいたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第５号 繰越明許費の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第２、報告第５号「繰越明許費の報告について」の件を議題

といたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 報告第５号、繰越明許費の報告についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本件は議決予算の執行状況につき、報告のみにいたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第６号 専決処分の報告について 

議長（東海林一樹君） 日程第３、報告第６号「専決処分の報告について」の件を議題と

いたします。 

   本報告について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 報告第６号、専決処分の報告についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本件は議会の委任による専決処分につき、報告のみにいたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇報告第７号 町が出資している法人の経営状況について 

議長（東海林一樹君） 日程第４、報告第７号「町が出資している法人の経営状況につい

て」の件を議題といたします。 

   本報告について説明を求めます。企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） 報告第７号、町が出資している法人の経営状況についてご
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説明をいたします。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） 本件は出資法人の経営状況につき、報告のみにいたします。 

◇          ◇          ◇ 

◇承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 

議長（東海林一樹君） 日程第５、承認第１号「専決処分の承認を求めることについて」

の件を議題といたします。 

   本案件について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） それでは、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて

ご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を省略し、承認第１号の採決を行います。この採決は起立によって行

います。 

   本案は原案のとおり承認することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、承認第１号は原案のとおり承認することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第３９号 国見町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 

        の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第６、議案第３９号「国見町個人番号の利用及び特定個人情

報の提供に関する条例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） それでは、議案第３９号、国見町個人番号の利用及び特定個人

情報の提供に関する条例の一部を改正する条例についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 今回の条例改正ですけれども、マイナンバーの利用事務の拡大と

いうことで、新たにこの７つほど広げるわけなのですけれども、導入時にも私、いろ

いろ皆さんと議論いたしまして、まだまだ安全上の問題、それから個人一人一人の尊

厳の問題とか、そういったものの議論をしたんですけれども、これを広げるのは本町

だけですか、それとも何かほかの法律に基づいて、近隣市町に合わせるとか、そうい

ったものなのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 
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総務課長（菅野信朗君） 今回追加させていただく事務につきましては、今までも実際に

事務として行っていた部分でございまして、これが必要だということから、今回追加

をさせていただくものでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、これを条例にいたしまして、はっきりとした形で

運用するという理解でよろしいですか。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 議員のおっしゃるとおりでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論はありませんか。 

   １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） この個人番号制度についてでありますけれども、さきの本制度導

入のときにも申し上げましたけれども、国民一人一人を番号で管理し、個人の尊厳が

否定されかねないようなものであること、そしてまだまだ安全上の問題についても確

立されたとは言えないことから、この運用については中止すべきものと考えます。 

   よって、本条例案については同意できない旨伝えて、反対の討論といたします。 

   以上です。 

議長（東海林一樹君） そのほか討論ございませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第３９号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立多数） 

議長（東海林一樹君） 起立多数です。 

   したがって、議案第３９号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４０号 国見町税条例等の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第７、議案第４０号「国見町税条例等の一部を改正する条

例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） 議案第４０号、国見町税条例等の一部を改正する条例について

ご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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   ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 税務課長にお尋ねします。 

   第３４条の４項におきまして、法人税の税率が９.７％から６％に引き下げるとい

うことなのですけれども、法人税を納めている方にとってはありがたいことだとは思

うんですけれども、そこにおいて法人税の町の税収が減るのではないかと思います

けれども、その点についての対策があるのかお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） ７番渡辺議員のご質問にお答えします。 

   今回の法人税率の引き下げによって、税収の減収分があることに対してどうするの

かと、そういう対応かと思うんですけれども、今回の改正では、地域間の税源の偏在

性を是正する観点から法人住民税の税率が引き下げられることになります。それで、

その引き下げ分、９.７％から６％に引き下げられるわけですけれども、その引き下

げられた３.７％につきましては、国税である地方法人税として、その引き下げ相当

分を引き上げるような形となり、その税収全額を地方交付税の原資として各地方公共

団体に配分される制度となっております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

   ７番渡辺勝弘君。 

７番（渡辺勝弘君） 第１６条の２項において、軽自動車税のグリーン化特例なのですけ

れども、皆さんご承知のとおりに、国の某メーカーさんがちょっとしたものがありま

して、そうした場合に、そのメーカーの車を所有している方に対しては、特例の対象

になるのかどうかお尋ねしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） 今回の偽装にかかわるメーカーの軽自動車の軽減について、軽

減の対象になるのかというお質しだと思いますけれども、基本的に今回、２８年度か

らグリーン化特例が適用されることになっていますけれども、その適用車種につきま

しては、平成２７年４月１日から２８年３月３１日までに車両登録した軽自動車であ

って、その燃費基準が法令に定められている基準に達しているものについて、最大で

７５％から２５％まで軽減するとなっております。 

   それで、この軽減の判定につきましては、軽自動車の検査証の記載に基づいて、町

では２８年度につきましては軽減措置を実施しているところでございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

   １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 第６条の第１項で、特定一般用医薬品等購入費用を支払った場合

の医療費控除の特例ということで、今回これは新たに創設するものと思っておりま

す。 

   制度が運用されるのが平成３０年度からということで、あと２年ほどあると思うん
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ですけれども、この一般用医薬品というのはどういったものを指すのでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） この一般用医薬品という定義でございますけれども、実際、医

療の現場で医療用医薬品として過去に認定されて使用された薬が、その後、効果とか、

広く一般に知られるような適用といいますか、医療用から転用された医薬品というこ

とで、既に薬局等で広く一般に市販薬として出回っている医薬品を一般用医薬品とい

うことで、これの購入代金について医療費控除の適用とする制度となっております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） １１番浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） そうしますと、もう現在でもこういった表示が薬にはされている

ということですか。 

議長（東海林一樹君） 税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） お答えいたします。 

   この一般用医薬品につきましては、その効果などを勘案しまして、医薬審議会等で

既に議論されて、官報で告示されているところでございます。 

   それにつきまして、詳細にどのくらいの薬が適用といいますか該当になるかまでは

把握していなかったんですけれども、薬局等で購入の際にそれが対象になるかという

場合は、薬剤師が常駐していると思いますので、そういう方に聞いていただければ、

適用薬かというのはわかるかと思います。 

   ただ、今回の一般用医薬品につきましては、胃腸薬ですとか、あと湿布等、そうい

ったものまで広く適用されていると聞いております。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４０号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４０号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４１号 国見町税特別措置条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第８、議案第４１号「国見町税特別措置条例の一部を改正す

る条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。税務課長。 
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税務課長（松浦昭一君） 議案第４１号、国見町税特別措置条例の一部を改正する条例に

ついてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４１号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４１号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４２号 復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を 

        改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第９、議案第４２号「復興産業集積区域における町税の特例

に関する条例の一部を改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。税務課長。 

税務課長（松浦昭一君） それでは、議案第４２号、復興産業集積区域における町税の特

例に関する条例の一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４２号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４２号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４３号 東日本大震災による被災者に対する町民税、固定資産税、国 

        民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改 

        正する条例 
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議長（東海林一樹君） 日程第１０、議案第４３号「東日本大震災による被災者に対する

町民税、固定資産税、国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改

正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 議案第４３号、東日本大震災による被災者に対する町民税、

固定資産税、国民健康保険税及び介護保険料の減免に関する条例の一部を改正する条

例についてご説明させていただきます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４３号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４４号 国見町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

議長（東海林一樹君） 日程第１１、議案第４４号「国見町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 議案第４４号、国見町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例についてご説明申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １０番阿部泰藏君。 

１０番（阿部泰藏君） 国民健康保険は各市町村によって保険税が異なりますが、本町の

国民健康保険税は県内の平均より高いのか安いのか、まず伺いたいと思います。 

   そして、今回の減額によって、どのくらい全体で減額になったのか伺います。 

議長（東海林一樹君） 保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 阿部議員のご質問にお答えいたします。 

   まず、国見町の国保税は県内でどの辺の位置にあるかということでございますが、

大体中位程度と考えてございます。 

   なお、手元には伊達管内の国保税の調定額のデータがございまして、これによりま

すと、比較できるのは平成２６年度の分でございますが、平成２６年度、国見町の
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１人当たりの調定額が８万８０８０円となってございまして、これは伊達管内でいい

ますと伊達市に次ぐ位置でございまして、伊達市、国見町、川俣町、桑折町の順にな

ってございます。 

   次に、今回の改正によりまして、どのぐらい税率が変わるかというご質問でござい

ますが、国保税医療費分の１人当たりの負担額は６万１７２２円となりまして、前年

度と比べまして５８９円、約１％の増。支援金分につきましては、１人当たり２万

４２２５円で、前年度と比べ４４７円、１.９％の増と、ほぼ横ばいと見てございま

す。 

   なお、介護納付金分につきましては、１人当たり２万４２８２円で、前年度と比べ

まして８,２９３円、３５.５％の減になりまして、全体の合計では、先ほど申し上げ

ましたとおり９万３９４１円となりまして、前年度と比べまして２,４７４円、

２.５％の減となる見込みになってございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４４号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４５号 町道路線の認定及び変更について 

議長（東海林一樹君） 日程第１２、議案第４５号「町道路線の認定及び変更について」

の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 議案第４５号、町道路線の認定及び変更についてご説明申し上

げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） 建設課長にお尋ねします。 

   町道の認定及び変更する案には意見はございませんけれども、どこかなと思って裏

を見ました。地図が載っております。 

   そこで、質問をしたいと思います。この地図は一体いつの地図なのでしょうか。恐
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らく町長もわからない、冨永町長時代に藤田保育所は駅前に移転しております。とこ

ろが、図面には藤田保育所が載っております。その周辺の図面も少し変わっておりま

す。何でこの古い図面を添付したのか、建設課長にお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 都市計画図でございまして、町で作成している都市計画図をそ

の後更新してございませんので、古い地図になっているということでございますので、

ご理解を賜りたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１３番（八島博正君） 建設課から、４月だと思いますが、町道認定路線の図面を我々議

員一同に全部配ってあります。 

   だから、私が言うのは、議会に出すときに、１０年も前の地図でなくて、この新し

い地図で出すべきでないかなと。議員の中には、この図面を見て、あれこんなのあっ

たのかなと、例えば雇用促進事業団クニミ宿舎サンコーポラスクニミ、わからない議

員もいると思います。少なくとも議会で出す資料は、現況のわかりやすいもので出し

てほしい。全く、議会に出すのは何でもいいみたいな感じでやってもらっては困る。

町執行部と議会とは信頼関係でもって、町の事業をやっています。しかも、この道路

の認定あるいは変更は、道路台帳にかかわる問題と同時に、地方交付税の算定基準に

なる道路になっております。だから、もっと議会に対する資料の提供は、十分考えて

出してほしい。何でもいいから出せばいいというものではないと思いますので、ひと

つよろしくお願いします。 

   以上です。もし答弁があったらお願いします。なければ、意見で結構でございます。 

議長（東海林一樹君） 建設課長。 

建設課長（阿部正一君） 今後、十分注意して、最新の情報で提供させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、議案第４５号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４５号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） １１時１０分まで休議いたします。 

（午前１１時００分） 

◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時１０分） 

◇          ◇          ◇ 

◇議案第４６号 平成２８年度国見町一般会計補正予算（第２号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１３、議案第４６号「平成２８年度国見町一般会計補正予

算（第２号）」の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 議案第４６号、平成２８年度国見町一般会計補正予算（第

２号）についてご説明を申し上げます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

   １番松浦和子君。 

１番（松浦和子君） ただいまの説明の補正予算資料の１１ページの９目１３節の委託料、

観光・防災Ｗｉ－Ｆｉステーション整備事業とありますが、３１３６万６０００円、

これは３カ所に設置予定と伺っておりますけれども、それぞれの設置の条件、環境が

違うと思います。それぞれ３カ所に係る経費をお伺いしたいと思います。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） １番松浦和子議員のご質問にお答えをいたします。 

   この委託料の３１３６万６０００円の件でございますが、目的は観光・防災に資す

るＷｉ－Ｆｉステーションの整備で、道の駅、役場、観月台文化センター、３カ所に

公共Ｗｉ－Ｆｉを整備するということで、災害時の情報取得の機会を増やすというこ

とが１つ。 

   もう一つが、道の駅の付近を通過する際に、適時、町及び道の駅の情報を発信する

機能を持たせるということで整備をするものでありますが、お尋ねの３カ所の内訳に

つきましては、現在、総額で積算をしてございますことから、分けて積算をしている

わけではございません。予算の要求という形でやってございますので、ご理解を賜れ

ばと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質問ございませんか。 

   八島博正君。 

１３番（八島博正君） 商工費について質問いたします。ページ数は１５ページです。 

   商工費の中で、商工振興費の１６ページの一番上に、風評対策事業費でマイナスの

４６０万円、それからまちづくり交流推進費でアドバイザー委託料５１８万
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４０００円のマイナス。３月の予算でとって、まだ３カ月過ぎないのに、風評対策事

業費４６０万円マイナス、あるいはアドバイザー委託５１８万４０００円マイナスと

いうのは、どういうことでこういう補正を組まなくちゃならなかったのか、関係課長

に質問いたします。 

議長（東海林一樹君） まちづくり交流課長。 

まちづくり交流課長（引地 真君） お答えいたします。 

   まず、商工費の風評対策事業の減額についてでございますが、これは２８年度の当

初予算の編成時点におきましては、国の補助の全貌がまだ決まっていなかったところ

でございます。２７年度の補助ベースをもとに、２８年度の当初予算を計上したとこ

ろでございます。その後、国の予算が固まりました後で、風評対策関係の２８年度予

算においては上限枠が設定されてしまったということで、今回その差額分を減額させ

ていただいたところでございます。 

   次にアドバイザー委託料についてでございますが、これも２７年度の地方創生予算

と同時進行で計上させていただいていたところでございます。地方創生の予算が認め

られましたので、２８年度のアドバイザー委託料を減額させていただいたところでご

ざいます。 

   事業としては、それぞれ実施をするものでございます。風評対策事業については、

このまちづくり交流推進費の今回お願いをしています地域食材活用事業の中で実施を

してまいりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

   １３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） 議長、一問一答式でやるんでしょうか、それとも３回で終わりで

すか。 

議長（東海林一樹君） いや、まだいいです、どうぞ。 

１３番（八島博正君） それでは、専決した補正予算、そして今回の第２号の補正予算で、

ふるさと創生基金の出入りがございます。第２号の補正予算で、ふるさと振興基金は

総額どのぐらいになっているんでしょうか。 

   総務課長にお尋ねします。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） ふるさと振興基金のほうでしょうか、それともここに充当され

た金額ということでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 八島博正君。 

１３番（八島博正君） 専決しました第１号では、ふるさと振興基金マイナス１８００万

円です。これは、補助金の関係でこうなったんですけれども、今回は、総務費の中で、

１１ページにふるさと振興基金積立金として８７０万円計上されております。 

   もう一つは、収入のところで、課長の説明でございますけれども、ふるさと振興基

金繰入金で２０００万円入ります。だから、繰り入れであれ積み立てであれ、あるい



 

‐84‐ 

 

はマイナスしたりで、現在の６月のふるさと振興基金の残高は幾らになるのかを聞い

ているんです。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 大変申し訳ございませんでした。 

   やりくりの中で、積んだり取り崩したりというところで、こういう予算を組ませて

いただいたところでございますが、これらの結果によりまして、２９年の３月まで、

今回の補正を加味しまして、残高が７３００万円ほどの見込みということでございま

す。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） １３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） それから、企画情報課長にお尋ねします。 

   今回、１３８１万３０００円の返還金は、文化財とか、あるいは埋蔵文化財の発掘

における最初の見積もりよりも安かったという形で返還すると説明がありました。 

   と同時に、そのときに、きのうすばらしい冊子をもらいました。「くにみ農物語」、

いや大した宣伝で、すばらしいなと思います。この冊子はいつ作ったんでしょうか。

そして、これの使用方法はどのようにして、今回の補正予算にはこの経費は措置をし

なかったんでしょうか。もし今回の補正で組むのならばどこにあるのか、それとも当

初予算でこれは計画していたのかどうか、質問いたします。 

議長（東海林一樹君） 企画情報課長。 

企画情報課長（菊地弘美君） お答えをいたします。 

   東日本大震災からの復興交付金の部分でありますが、あくまでもこの事業につきま

しては国で示されたメニューの中で事業を進めるということでありました。 

   お質しのとおり、国見町においては合併浄化槽の部分と埋蔵文化財の部分について

申請をしてございます。復旧復興が最前提でありましたので、国の制度として、概算

で交付をして基金を作って、その中から必要分を支出するということでございました。

町では当時、２４、２５年度といただいてございますが、必要なものということで概

算でお願いをいたしまして、実際には合併浄化槽も埋蔵文化財の発掘も、被害を受け

た家屋で再建をするときに必要になる経費でありましたので、概算で請求をして、実

績として今回残額が出たので返還をするということでございます。 

   それから、お尋ねの「農物語」のＰＲ冊子の部分でございますが、これにつきまし

ては平成２７年度の地方創生の上乗せ交付金をいただいて活用して作ったものであり

まして、２７年度の事業ということでご理解を賜ればと思います。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） では、もう１回、八島博正君。 

１３番（八島博正君） 最後にします。 

   すばらしいものだと思います。私も、実は落語会から注文を受けて、１３０箱ぐら

い、リンゴを贈答用に毎年送ったことが十四、五年続きました。やっぱり農家にとっ

てはこういったもので宣伝してもらうのはうんと助かるんですよ。 
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   すばらしかったんですけれども、１つだけ、今の答弁で２７年度の事業でやったと

いう形で、残念ながら一番最後の道の駅国見オープン予定のこの写真、私持っている

のは入札したときの写真なのですよ。入札した当時の、前の設計の写真です。カラー

でちゃんと、町長室というか、文化センターにも飾ってありましたから、この写真を

ずっと使ってきたのです。ところが今回、この道の駅のオープンの写真は、今作ろう

としている写真なのです。 

   ここまで来ていますので意見は差し控えますけれども、議会と町は信頼関係で、ど

のような経路でこういった違う写真になっているのかを本当はもっともっと聞きたい

んですけれども、もうこうなった限りは、これを変更していくときは、ぜひともこれ

から議会と相談しながら、こういう理由でこう変更しますよと言って、議会の承認な

くとも理解をもって、なるほど国見町の道の駅はこういうふうに変わるんだなという

ことをやらないと、今回町民からのいろんな疑問に答えることはできない。我々議員

も答えようがないのですよ、実は。今もって私たちの頭の中には入札当時の、議会で

議決した当時の頭しかなかったので、ひとつその辺を十分配慮しながら、お互いに議

会と執行部との信頼関係を深めて町政を執行していきたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

   もしご意見があったら聞かせてもらうし、意見だけでよかったらそれで結構です。 

議長（東海林一樹君） 特に、いいですね。 

１３番（八島博正君） はい、なければいいです。 

議長（東海林一樹君） そのほか、質疑がありましたらばお願いいたします。 

   浅野富男君。 

１１番（浅野富男君） 住民生活課長になりますでしょうか。 

   １５ページ、災害対策費で７万９０００円ほど手数料として上がっておりますけれ

ども、これは特殊無線技士養成課程受講料と説明がありました。こうした特殊技能を

持った方、本当にこれからいろんな災害の中で必要かと思っておりますけれども、現

在、こうした特殊技能を持っていらっしゃる職員の方は何人ぐらいになるんでしょうか。 

議長（東海林一樹君） 住民生活課長。 

住民生活課長（吉田義勝君） １１番、浅野富男議員のご質問にお答えいたします。 

   災害対策費の手数料ということで７万９０００円です。いわゆる無線の操作をする

上での技術者ということでの、無線技士の養成課程の受講料で、今回要求したわけで

ございます。実際、今のお話ですと何名いるかということでございますけれども、昨

年までいた職員が実際持っていたということで、全体では何名いるかは私も現在は把

握しておりませんけれども、その職員の異動によりまして、町の防災行政無線の運用

上、操作上、その資格が急に必要になったものですから、今いる住民生活課の住民防

災係、３名の職員が養成課程を受講するための費用として、受講料を要求したもので

ございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） 浅野富男君。 
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１１番（浅野富男君） 質問がきちんと伝わらなかったと思います。 

   無線技士の３名はわかったんですけれども、ほかにもいろんな特殊技能があると思

っております。そうした形での技能を持った方々も含めまして何人ぐらいになるのか

なと質問したところです。 

議長（東海林一樹君） 総務課長。 

総務課長（菅野信朗君） 浅野議員のご質問でございますが、そういった特殊技能を持っ

た職員が何名いるかということのお質しでございますが、大変申し訳ございません、

把握はしてございません。 

   そのほかに、水道の管理とかもいろいろございます。そういったところでは、必要

部署においては、その担当となる者が講習を受けたりいたしまして、資格を取得して

いる状況でございます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほか質疑ありませんか。 

   １３番八島博正君。 

１３番（八島博正君） 総務課長でも、あるいは学校教育課長でもいいです。 

   ページは１６ページ、学校管理費の１３節委託料で、送迎委託業務３３万

１０００円が計上されております。３月の予算のときに契約金を算出して予算を立て

たんだけれども、実際契約してみたら足りなかったために計上したのか、それとも別

な理由があって、この３３万１０００円が少なくなったから計上したのかお尋ねいた

します。 

議長（東海林一樹君） 学校教育課長。 

学校教育課長（引地由則君） 八島議員のご質問にお答えいたします。 

   １６ページの送迎業務委託料３３万１０００円の件ですが、当初に見込んでいまし

た夏休みプールの送迎について不足が生じたため、補正増をお願いしたものでござい

ます。 

   以上、答弁とさせていただきます。 

議長（東海林一樹君） そのほかございますか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４６号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４６号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 
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◇議案第４７号 平成２８年度国見町国民健康保険特別会計補正予算（第１ 

        号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１４、議案第４７号「平成２８年度国見町国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）の件を議題といたします。 

   本議案について説明を求めます。保健福祉課長。 

保健福祉課長（武田正裕君） 議案第４７号、平成２８年度国見町国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）についてご説明させていただきます。 

（以下議案書により説明） 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから議案第４７号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、議案第４７号は原案のとおり可決されました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員長報告（陳情第１３号～陳情第１４号） 

議長（東海林一樹君） 日程第１５、常任委員長報告を行います。 

   総務文教常任委員会に付託されました陳情第１３号及び陳情第１４号の審査結果に

ついて、総務文教常任委員長より報告を求めます。 

   なお、この報告に対する質疑は一括して行い、その後討論、採決については１件ず

つ行います。 

   総務文教常任委員長、８番松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 今定例会において、総務文教常任委員会に付託されました陳情第

１３号及び陳情第１４号の審査結果を報告いたします。 

   本委員会は、去る６月２１日午前１１時より、委員会室において委員全員の出席の

もとで開催しました。この会議には、説明のために菅野信朗総務課長及び引地由則教

育次長、職務として羽根田孝司議会事務局長が出席しております。 

   陳情第１３号は「国からの「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就

学支援を要請する意見書の提出を求める陳情」であります。 

   陳情の趣旨は、東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就

学・修学を保障するために、平成２９年度以降も全額国費で支援する被災児童生徒就

学支援等事業交付金による十分な就学支援に必要な予算確保を国に要望する意見書の

提出を求めるという内容です。 
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   本委員会では、本陳情について全会一致で採択と決しました。 

   以上、報告といたします。 

   続いて、陳情第１４号の審査結果を報告いたします。 

   陳情第１４号は「地方財政の充実・強化を求める意見書提出の陳情について」であ

ります。 

   陳情の趣旨は、地方自治体は社会保障、被災地の復興などに果たす役割が拡大する

中で、地方版総合戦略の策定、実行など、新たな政策課題に直面しています。 

   財政削減を達成するためだけの不可欠なサービスの削減は本末転倒であり、国民生

活と地域経済に疲弊をもたらすことは明らかです。２０１７年度の政府予算、地方財

政の検討にあたり、歳入歳出を的確に見積もり、社会保障予算の充実、地方財政の確

立を目指すことが必要なため、政府関係機関に意見書の提出を求めるという内容です。 

   本委員会では、本陳情について全会一致で採択と決しました。 

   以上、報告といたします。 

議長（東海林一樹君） これから一括して質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから陳情第１３号の討論を行います。討論はありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、陳情第１３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情第１３号は委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、陳情第１３号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

   これから陳情第１４号の討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、陳情第１４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   この陳情に対する委員長の報告は採択です。この陳情第１４号は委員長報告のとお

り決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、陳情第１４号は委員長報告のとおり採択と決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇休議の宣告 

議長（東海林一樹君） 議案の追加がありますので、暫時休議いたします。 

（午前１１時５３分） 
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◇          ◇          ◇ 

◇再開の宣告 

議長（東海林一樹君） 再開いたします。 

（午前１１時５４分） 

◇          ◇          ◇ 

◇追加日程の議決 

議長（東海林一樹君） ただいま配付いたしました追加日程表のとおり４件の追加があり

ますので、これを本日の日程に追加し、直ちに議題といたしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、この４件は直ちに議題とすることに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第３号 「被災児童生徒就学支援等事業交付金」による十分な就学支援 

       を要請する意見書 

議長（東海林一樹君） 日程第１６、発議第３号「「被災児童生徒就学支援等事業交付

金」による十分な就学支援を要請する意見書」の件を議題といたします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 

（書記 発議第３号及び意見書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 提出者より説明を求めます。８番松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 提案理由の説明ですが、ただいま書記が朗読したとおりであります。

速やかなるご決定をお願いします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから発議第３号の討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから発議第３号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、発議第３号は原案のとおり可決いたしました。 

◇          ◇          ◇ 

◇発議第４号 地方財政の充実・強化を求める意見書 

議長（東海林一樹君） 日程第１７、発議第４号「地方財政の充実・強化を求める意見

書」の件を議題といたします。 

   書記に議案及び意見書を朗読させます。朗読。 
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（書記 発議第４号及び意見書を朗読） 

議長（東海林一樹君） 提出者より説明を求めます。８番松浦常雄君。 

８番（松浦常雄君） 提案理由につきましては、ただいま書記が朗読したとおりでありま

す。速やかなるご決定をお願いします。 

議長（東海林一樹君） これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 質疑なしと認めます。 

   これから発議第４号の討論を行います。討論ありませんか。 

（「討論なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 討論なしと認めます。 

   これから、発議第４号の採決を行います。この採決は起立によって行います。 

   本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立を願います。 

（起立全員） 

議長（東海林一樹君） 起立全員です。 

   したがって、発議第４号は原案のとおり可決いたしました。 

◇          ◇          ◇ 

◇議員の派遣について 

議長（東海林一樹君） 日程第１８、「議員の派遣について」の件を議題といたします。 

   おはかりいたします。 

   本件はお手許に配付したとおり派遣することにしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   よって、本件はお手許に配付したとおり派遣することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇常任委員会の所管事務調査について 

議長（東海林一樹君） 日程第１９、「常任委員会の所管事務調査について」の件を議題

といたします。 

   本定例会までに総務文教、産業建設、広報の各常任委員長より、私宛てに閉会中の

調査について、それぞれ実施したい旨の申し出がありました。 

   おはかりいたします。 

   各常任委員長の申し出のとおり、閉会中の調査を実施することにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（東海林一樹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、閉会中の調査は実施することに決しました。 

◇          ◇          ◇ 

◇町長挨拶 
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議長（東海林一樹君） 以上で、本定例会に付議されました議案の審議は全部終了いたし

ました。 

   町長より挨拶があります。町長。 

町長（太田久雄君） 平成２８年第３回国見町議会定例会の閉会にあたりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。 

   ご提案申し上げました議案につきましては、慎重ご審議と格別のご理解をいただき

まして、全議案につきまして原案のとおりご議決を賜り、まことにありがとうござい

ました。また、議案審議の過程におきまして議員の皆様方から頂戴をいたしましたさ

まざまなご意見等ございました。これらのご意見につきましては今後十分踏まえなが

ら、町政執行などにあたってまいりたいと考えておるところでございます。 

   なお、議員の皆様方におかれましては、時節柄ご自愛の上、今後とも復興と町政進

展並びに町民福祉の向上のためにお力添えを賜りますようお願いを申し上げまして、

閉会にあたりご挨拶とさせていただきます。ありがとうございました。 

◇          ◇          ◇ 

◇閉議及び閉会の宣告 

議長（東海林一樹君） これをもって、本日の会議を閉じます。 

   平成２８年第３回国見町議会定例会を閉会いたします。 

（午後０時０８分） 
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